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まえがき

　令和元年度は多くの災害を経験した。9月の「令和元年
房総半島台風」（台風 15号）は千葉県を中心に長時間に及
ぶ停電など甚大な被害を出すとともに，「令和元年東日本
台風」（台風 19号）は各地で河川氾濫による水害を中心と
して大きな被害をもたらした。また，中国武漢市付近で
2019年に発生が初めて確認され，その後世界的流行（パ
ンデミック）を引き起こした新型コロナウイルスの影響に
より，令和 2年全国大会が中止になるなど，電気学会の活
動にも大きな影響を及ぼした。
　電気学会は電気学術を担う高度な専門家集団として，社
会及び技術の動向を見ながら，未来のスマート社会の実現
に向けて内外への発信を進めるとともに，学術界と産業界
を繋ぐよりオープンな交流を深め，学協会間の協力や海外
からの参加を拡大してゆくための活動を行った。
　理事会はじめ各会議体は，事業運営の基盤となるグラン
ドデザイン＊「学会の行動目標と重点的に行うべき 4つの
活動」に沿って学会横断的に事業改善に向けた個別アクシ
ョンプランの検討・実施を進め，会員サービスの向上と社
会への貢献に努めた。財政面では事業全般の活性化や予算
の適切な運用に努めた。一方，会員数については，減少に
歯止めがかかっていない。

＊電気学会グランドデザイン
　【行動目標】「会員に魅力ある場を提供する」
  「豊かで安心安全な社会，持続的発展が可　

能な社会の実現に貢献する」
　【重点的に行うべき 4つの活動】
 「電気学術の発展と国際化への貢献」
  「科学技術を担う多様な人材の創出，育成，

活躍の促進」
 「標準化・規格化による戦略的活動と提言」
  「社会への情報発信と認知（プレゼンス）の

向上」

　令和元年度は会長スローガンとして「平成から令和へ！
繋がる・拓く『連携』の未来」と題して，「知の連携」と
「広報」を掲げ，これまでの活動と継続性を保ちつつ，電
気学会の基本政策に沿った事業を定款に基づき着実に実施
し，電気学術の発展と文化の向上に寄与するとともに，会
員に魅力ある場を提供するよう努めた。
　令和元年度の事業報告概要は以下の通りである。

1．会員に関する事項【定款第 3章】

（1）年度別会員数

（2）入退会者数

（3）事業維持員の異動

（4）年度末支部別会員数

（5）年度末部門別会員数（登録数）

（6）女性会員・海外会員

（7）事業維持員一覧（付録参照）

2．役員等に関する事項【定款第 3，5章】

（1）令和元年度本部役員
理　　事：中川聡子（東京都市大学）
　　 同 　：斉藤史郎（東　芝）
　　 同 　：今井伸一（東京電力パワーグリッド）
　　 同 　：清治岳彦（日立製作所）

年度 名誉員 正員 准員 学生員 合計
H28 60 18 ,307 227 2 ,772 21 ,366
H29 59 18 ,042 262 2 ,618 20 ,981
H30 60 17 ,789 275 2 ,574 20 ,698
R1 61 17 ,525 270 2 ,365 20 ,221

項目 名誉員 正員 准員 学生員 合計
入会 ─ 779   6 1 ,299 2 ,084
復会 ─ 44   1 6 51
退会 0 1 ,062  76 436 1 ,574
資格停止 ─ 838 108 23 969
死亡 2 67   0 0 69

項目 社数 口数 項目 社数 口数
入会 12 　12 口数増加 160
退会 10 −24 口数減少 −9

年度末現在 387 2 ,483

支部 名誉員 正員 准員 学生員 合計
北海道支部 1 280 3 71 355
東北支部 3 647 10 81 741
東京支部 37 8 ,831 129 1 ,050 10 ,047
東海支部 9 2 ,601 23 338 2 ,971
北陸支部 0 390 9 80 479
関西支部 10 2 ,702 29 249 2 ,990
中国支部 0 710 28 125 863
四国支部 0 298 13 87 398
九州支部 1 1 ,066 26 284 1 ,377
合計 61 17 ,525 270 2 ,365 20 ,221

部門 名誉員 正員 准員 学生員 合計
A部門 9 2 ,195 43 312 2 ,559
B 部門 33 6 ,713 90 690 7 ,526
C 部門 12 3 ,068 73 433 3 ,586
D 部門 10 5 ,294 56 718 6 ,078
E 部門 1 928 9 212 1 ,150
合計 65 18 ,198 271 2 ,365 20 ,899

種別 名誉員 正員 准員 学生員 合計
女性会員 0 399 37 201 637
海外会員 1  63  0   7  71

一般社団法人　電気学会

令和元年度　事業報告
（自平成 31 年 4 月 1 日〜至令和 2年 3月 31 日）
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研究調査担当：髙尾智明（上智大学）
　 同 　：上蔀誠二（富士電機）
広報・国際化担当：二田丈之（電源開発）
　 同 　：伊藤孝充（明電舎）
SNSプロモーション担当：飯岡大輔（東北大学）
監　　事：進士誉夫（電力広域的運営推進機関）
　　 同 　：松下義尚（関西電力）
C部門
部 門 長：神保泰彦（東京大学）
次期部門長：森　一之（三菱電機）
副部門長：中島慶人（電力中央研究所）
　 同 　：福見　稔（徳島大学）
総務企画担当：大牧弘幸（関西電力）
　 同 　：内山宏樹（日立製作所）
会計担当：山本敬之（日本電気）
　 同 　：土肥義康（富士通研究所）
編修担当：玉田隆史（三菱電機）
　 同 　：鈴木昌和（東海大学）
研究調査担当：中谷博司（東　芝）
　 同 　：佐々木清吾（防衛大学校）
広報・情報化担当：藤原伸行（明電舎）
　 同 　：佐藤広生（東京工業大学）
国際化担当：遊佐博幸（電力中央研究所）
　 同 　：八木　透（東京工業大学）
監　　事：松井哲郎（富士電機）
　 同 　：田中慶太（東京電機大学）

D部門
部 門 長：川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
和文論文誌編修長：星　伸一（東京理科大学）
英文論文誌編修長：横山智紀（東京電機大学）
副部門長：水谷良治（古河電気工業）
　 同 　：小坂　卓（名古屋工業大学）
総務企画担当：南方英明（千葉工業大学）
　 同 　：林屋　均（東日本旅客鉄道）
会計担当：榎本裕治（日立製作所）
　 同 　：貝塚正明（本田技術研究所）
編修広報担当：伊東淳一（長岡技術科学大学）
　 同 　：岩路善尚（茨城大学）
研究調査担当：浦壁隆浩（三菱電機）
　 同 　：和田圭二（首都大学東京）
国際担当委員長：赤津　観（芝浦工業大学）
国際担当副委員長：近藤圭一郎（早稲田大学）
監　　事：廣瀬圭一（NTTファシリティーズ）

　　 同 　：藤本博志（東京大学）
E部門
部門長：前中一介（兵庫県立大学）
副部門長：小野崇人（東北大学）
　　 同 　：安部　隆（新潟大学）
総務企画担当：藤田孝之（兵庫県立大学）

　 同 　：松本　聡（芝浦工業大学）
　 同 　：芹澤善積（電力中央研究所）
　 同 　：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
　 同 　：藤岡直人（関西電力）
　 同 　：大石　潔（長岡技術科学大学）
　 同 　：大穀晃裕（三菱電機）
専務理事：藤原　昇（電気学会）
部門担当理事（A部門）：西川宏之（芝浦工業大学）
部門担当理事（B部門）：吉村健司（電力計算センター）
部門担当理事（C部門）：神保泰彦（東京大学）
部門担当理事（D部門）：川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
部門担当理事（E部門）：前中一介（兵庫県立大学）
支部担当理事（北海道）：藤井　裕（北海道電力）
支部担当理事（東北）：吉澤　誠（東北大学）
支部担当理事（東京）：岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
支部担当理事（東海）：豊田浩孝（名古屋大学）
支部担当理事（北陸）：田岡久雄（福井大学）
支部担当理事（関西）：田所通博（三菱電機）
支部担当理事（中国）：平木英治（岡山大学）
支部担当理事（四国）：皆本佳計（新居浜工業高等専門学校）
支部担当理事（九州）：山科秀之（九州電力）
監　　事：勝野　徹（富士電機）
　 同 　：小野利喜（九電テクノシステムズ）

（2）令和元年度部門役員
A部門
部 門 長：西川宏之（芝浦工業大学）
編 修 長：永田正義（兵庫県立大学）
副部門長：武藤浩隆（三菱電機）
　 同 　：加藤景三（新潟大学）
総務企画担当：山城啓輔（富士電機）
　 同 　：岡本徹志（東芝インフラシステムズ）
会計担当：藏田保幸（明電舎）
　 同 　：遠藤　久（日立製作所）
編修担当：小田昭紀（千葉工業大学）
　 同 　：間中孝彰（東京工業大学）
研究調査担当：髙橋俊裕（電力中央研究所）
　 同 　：加藤剛志（名古屋大学）
監　　事：髙木浩一（岩手大学）
　 同 　：岡本達希（関東学院大学）

B部門
部 門 長：吉村健司（電力計算センター）
副部門長：蘆立修一（東京電力ホールディングス）
　 同 　：石亀篤司（大阪府立大学）
総務企画担当：土屋武彦（東芝エネルギーシステムズ）
　 同 　：松田紀彦（日立製作所）
会計担当：箱田　清（中部電力）
　 同 　：高木　浩（三菱電機）
編修担当：澤　敏之（日立製作所）
　 同 　：岩田幹正（電力中央研究所）
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　　 同 　：長谷川有貴（埼玉大学）
会計担当：戸津健太郎（東北大学）
　　 同 　：青野宇紀（日立製作所）
編修担当：峯田　貴（山形大学）
　　 同 　：河野剛士（豊橋技術科学大学）
研究調査担当：角田正也（シスメックス）
　　 同 　：工藤寛之（明治大学）
監　　事：小西　聡（立命館大学）
　　 同 　：年吉　洋（東京大学）
（3）令和元年度支部役員
△印は支所長を示す
北海道支部
支 部 長：藤井　裕（北海道電力）
総務企画幹事：草野　崇（北海道電力）
　　 同 　：渡辺浩太（室蘭工業大学）
会計幹事：吉田隆彦（北海道電力）
　　 同 　：折川幸司（北海道大学）
協 議 員：青柳　学（室蘭工業大学）
　　 同 　：井口　傑（旭川工業高等専門学校）
　　 同 　：一戸昌則（北海道科学大学）
　　 同 　：片山幸一（北海道電力）
　　 同 　：鈴木恵二（公立はこだて未来大学）
　　 同 　：高橋理音（北見工業大学）
　　 同 　：土田徳造（北海道旅客鉄道）
　　 同 　：成瀬隆是（日本製鉄）
　　 同 　：原　亮一（北海道大学）
　　 同 　：三島裕樹（函館工業高等専門学校）
監　　事：小林孝一（北海道大学）
東北支部
支 部 長：吉澤　誠（東北大学）
総務企画幹事：高橋和貴（東北大学）
　　 同 　：千田卓二（東北電力）
会計幹事：二上貴文（東北電力）
　　 同 　：加納剛史（東北大学）
協 議 員：岩井克全（仙台高等専門学校）
　　 同 　：郭　海蛟（東北学院大学）
　　 同 　：加藤　洋（東日本旅客鉄道）
　　 同 　：△菊池弘昭（岩手大学）
　　 同 　：工藤英明（東北電力）
　　 同 　：佐藤文博（東北学院大学）
　　 同 　：△高梨宏之（日本大学）
　　 同 　：田倉哲也（東北工業大学）
　　 同 　：千葉正宏（東北電力）
　　 同 　：中村健二（東北大学）
　　 同 　：△花田一磨（八戸工業大学）
　　 同 　：△三浦　武（秋田大学）
　　 同 　：△南谷靖史（山形大学）
　　 同 　：守山　寛（ユアテック）
監　　事：家名田敏昭（東北文化学園大学）

東京支部
支 部 長：岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
総務企画幹事：濱田　浩（東京電力ホールディングス）
　　 同 　：小林武則（東芝エネルギーシステムズ）
会計幹事：市川路晴（電力中央研究所）
　　 同 　：福水正隆（日立製作所）
協 議 員：相川慎也（工学院大学）
　　 同 　：井上秀幸（日本電気）
　　 同 　：岩尾　徹（東京都市大学）
　　 同 　：浦野昌一（明治大学）
　　 同 　：大木義路（早稲田大学）
　　 同 　：岡田弘志（日立製作所）
　　 同 　：沖野晃俊（東京工業大学）
　　 同 　：桂誠一郎（慶應義塾大学）
　　 同 　：△金子裕良（埼玉大学）
　　 同 　：栗原隆史（電力中央研究所）
　　 同 　：桑畑周司（東海大学）
　　 同 　：△江　偉華（長岡技術科学大学）
　　 同 　：腰塚　正（東京電機大学）
　　 同 　：近藤俊介（電源開発）
　　 同 　：佐伯憲一（日本製鉄）
　　 同 　：△佐久間洋志（宇都宮大学）
　　 同 　：島岡一博（産業技術総合研究所）
　　 同 　：△高野明夫（沼津工業高等専門学校）
　　 同 　：舘　秀世（東京電力パワーグリッド）
　　 同 　：△辻　隆男（横浜国立大学）
　　 同 　：西野　宏（フジクラ）
　　 同 　：△橋本誠司（群馬大学）
　　 同 　：馬場旬平（東京大学）
　　 同 　：羽深俊一（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：原　徳幸（明電舎）
　　 同 　：藤本康孝（横浜国立大学）
　　 同 　：保原夏朗（東京電力ホールディングス）
　　 同 　：堀井博夫（日立製作所）
　　 同 　：松澤　勝（三菱電機）
　　 同 　：宮武昌史（上智大学）
　　 同 　：宮村尚孝（富士電機）
　　 同 　：△柳平丈志（茨城大学）
　　 同 　：△矢野浩司（山梨大学）
　　 同 　：山本貴光（鉄道総合技術研究所）
　　 同 　：△脇本隆之（千葉工業大学）
監　　事：堤富士雄（電力中央研究所）
　　 同 　：黒瀬　健（三菱電機）
東海支部
支 部 長：豊田浩孝（名古屋大学）
総務企画幹事：山本真義（名古屋大学）
　　 同 　：吉山総志（中部電力）
会計幹事：北川　亘（名古屋工業大学）
　　 同 　：雪田和人（愛知工業大学）
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　　 同 　：小田　昇（関西鉄道協会）
　　 同 　：柿ヶ野浩明（立命館大学）
　　 同 　：菊池祐介（兵庫県立大学）
　　 同 　：久保　理（大阪大学）
　　 同 　：塩川明美（パナソニック）
　　 同 　：高間康弘（関西電力）
　　 同 　：田中　剛（ダイヘン）
　　 同 　：辻田勝吉（大阪工業大学）
　　 同 　：西野憲一郎（西日本旅客鉄道）
　　 同 　：松尾浩之（富士電機）
　　 同 　：美舩　健（京都大学）
　　 同 　：山崎直哉（住友電気工業）
　　 同 　：吉岡理文（大阪府立大学）
　　 同 　：吉田周平（近畿大学）
　　 同 　：米森秀登（神戸大学）
監　　事：濱田昌司（関西大学）
　　 同 　：坂口恭生（住友電気工業）
中国支部
支 部 長：平木英治（岡山大学）
総務企画幹事：七戸　希（岡山大学）
　　 同 　：勝部耕次（中国電力）
会計幹事：小野　進（中国電力）
　　 同 　：間屋口信博（中電工）
協 議 員：麻原寛之（岡山理科大学）
　　 同 　：今尾浩也（松江工業高等専門学校）
　　 同 　：大木　誠（鳥取大学）
　　 同 　：重國知之（東ソー）
　　 同 　：髙橋明子（岡山大学）
　　 同 　：寺西雄二（中国電機製造）
　　 同 　：中本昌由（広島大学）
　　 同 　：廿日出好（近畿大学）
　　 同 　：日髙良和（宇部工業高等専門学校）
　　 同 　：丸谷祐司（JFEスチール）
　　 同 　：吉田義昭（広島工業大学）
監　　事：岡村幸壽（中電技術コンサルタント）
四国支部
支 部 長：皆本佳計（新居浜工業高等専門学校）
総務企画幹事：加藤克巳（新居浜工業高等専門学校）
　　 同 　：田中達治（阿南工業高等専門学校）
会計幹事：横山隆志（新居浜工業高等専門学校）
　　 同 　：木村優也（住友共同電力）
協 議 員：石橋次郎（四国電力）
　　 同 　：漆原史朗（香川高等専門学校）
　　 同 　：尾崎良太郎（愛媛大学）
　　 同 　：加藤直亮（住友共同電力）
　　 同 　：菅　史夫（四国総合研究所）
　　 同 　：高尾英邦（香川大学）
　　 同 　：寺西研二（徳島大学）
　　 同 　：八田章光（高知工科大学）

協 議 員：有賀信雄（シンフォニアテクノロジー）
　　 同 　：梅野孝治（豊田中央研究所）
　　 同 　：王　道洪（岐阜大学）
　　 同 　：酒井啓資（日本ガイシ）
　　 同 　：下廣大輔（中部電力）
　　 同 　：鈴木聖二（愛知電機）
　　 同 　：曽根原誠（信州大学）
　　 同 　：高木康夫（大同大学）
　　 同 　：滝川浩史（豊橋技術科学大学）
　　 同 　：田畑壮章（富士電機）
　　 同 　：津田紀生（愛知工業大学）
　　 同 　：長尾伸二（東芝産業機器システム）
　　 同 　：長谷川勝（中部大学）
　　 同 　：光本真一（豊田工業高等専門学校）
　　 同 　：安井晋示（名古屋工業大学）
　　 同 　：山田隆弘（デンソー）
　　 同 　：山中三四郎（名城大学）
　　 同 　：横水康伸（名古屋大学）
監　　事：岩蕗寛康（三菱電機）
北陸支部
支 部 長：田岡久雄（福井大学）
総務企画幹事：朝倉　茂（北陸電力）
　　 同 　：伊藤弘昭（富山大学）
会計幹事：上町俊幸（石川工業高等専門学校）
　　 同 　：川村裕直（北陸電力）
協 議 員：秋山　肇（福井工業高等専門学校）
　　 同 　：宇野敦司（北陸電力）
　　 同 　：柿川真紀子（金沢大学）
　　 同 　：桒島史欣（福井工業大学）
　　 同 　：小出　明（富山大学）
　　 同 　：齊田　茂（関西電力）
　　 同 　：澤井　圭（富山県立大学）
　　 同 　：津田敏宏（金沢工業大学）
　　 同 　：寺島　訓（北陸電機製造）
　　 同 　：直江伸至（国際高等専門学校）
　　 同 　：西島健一（富山高等専門学校）
　　 同 　：茂呂征一郎（福井大学）
　　 同 　：山田俊明（北陸電力）
監　　事：金邉　忠（福井大学）
関西支部
支 部 長：田所通博（三菱電機）
総務企画幹事：皆川忠郎（三菱電機）
　　 同 　：真田雅之（大阪府立大学）
会計幹事：松久光儀（関西電力）
　　 同 　：佐藤伸吾（関西大学）
協 議 員：石飛　学（奈良工業高等専門学校）
　　 同 　：井上　馨（同志社大学）
　　 同 　：上田晃司（三菱電機）
　　 同 　：小倉慎太郎（日新電機）
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大山　力（横浜国立大学）
岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
尾﨑雅則（大阪大学）
小野　靖（東京大学）
加来昌典（宮崎大学）
勝野　徹（富士電機）
金岡伸治（四国電力）
河村篤男（横浜国立大学）
上町俊幸（石川工業高等専門学校）
金　錫範（岡山大学）
久保川淳司（広島工業大学）
栗原郁夫（元　電力中央研究所）
黒瀬　健（三菱電機）
小島　崇（豊田中央研究所）
斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
柵山正樹（三菱電機）
佐藤育子（東京電力ホールディングス）
佐藤孝紀（室蘭工業大学）
佐藤　充（中部電力）
塩原亮一（日立製作所）
柴田正史（日立製作所）
島田敏彦（東京電力パワーグリッド）
島田道宏（古河電気工業）
清水敏久（首都大学東京）
庄子習一（早稲田大学）
白井康之（京都大学）
新藤孝敏（電力中央研究所）
神保泰彦（東京大学）
芹澤善積（電力中央研究所）
曽根光男（東海大学）
田岡久雄（福井大学）
高橋和貴（東北大学）
田倉哲也（東北工業大学）
竹島尚弘（関西電力）
田所通博（三菱電機）
田中幸二（日立製作所）
田邉　隆（三菱重工業）
田畑　修（京都先端科学大学）
玉井伸三（東芝三菱電機産業システム）
玉置　久（神戸大学）
堤富士雄（電力中央研究所）
寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
寺尾京平（香川大学）
寺地　進（東京電力ホールディングス）
戸高　孝（大分大学）
豊田浩孝（名古屋大学）
中川聡子（東京都市大学）
中本高道（東京工業大学）
中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）

　　 同 　：北條昌秀（徳島大学）
　　 同 　：松木寿夫（三菱電機）
　　 同 　：本村英樹（愛媛大学）
監　　事：田中貴之（四国電力）
九州支部
支 部 長：山科秀之（九州電力）
総務企画幹事：小迫雅裕（九州工業大学）
　　 同 　：中野道彦（九州大学）
会計幹事：徳留健一（九州電力）
　　 同 　：藤瀬伸浩（九州電力）
協 議 員：青木振一（崇城大学）
　　 同 　：阿部良樹（日本製鉄）
　　 同 　：井上昌睦（福岡工業大学）
　　 同 　：今坂公宣（九州産業大学）
　　 同 　：△浦崎直光（琉球大学）
　　 同 　：川崎敏之（西日本工業大学）
　　 同 　：後藤雄治（大分大学）
　　 同 　：小浜輝彦（福岡大学）
　　 同 　：千住智信（琉球大学）
　　 同 　：武居　周（宮崎大学）
　　 同 　：田辺　隆（三菱重工業）
　　 同 　：田上英人（北九州工業高等専門学校）
　　 同 　：筒井宏次（東芝三菱電機産業システム）
　　 同 　：八野知博（鹿児島大学）
　　 同 　：浜崎真一（長崎大学）
　　 同 　：原　重臣（佐賀大学）
　　 同 　：松平和之（九州工業大学）
　　 同 　：光木文秋（熊本大学）
　　 同 　：村田純一（九州大学）
　　 同 　：吉見太佑（安川電機）
　　 同 　：李　羲頡（早稲田大学）
監　　事：中澤雅明（九州電力）
（4）令和元年度代議員（92名）
　任期は平成 30年 2月 28日〜 2年後に実施される代議員
選挙終了の時まで

朝倉　茂（北陸電力）
安部　隆（新潟大学）
五十嵐一（北海道大学）
石亀篤司（大阪府立大学）
伊藤久徳（中部電力）
井堀春生（愛媛大学）
今井伸一（東京電力パワーグリッド）
江口直也（富士電機）
大川剛直（神戸大学）
大久保昌利（関西電力）
大熊康浩（富士電機）
大崎博之（東京大学）
大西公平（慶應義塾大学）
大橋剛介（静岡大学）
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　　 同 　：山口　博（関東電気保安協会）
　　 同 　：山本直幸（日立製作所）
　　 同 　：横山明彦（東京大学）
部門代表：清水敏久（首都大学東京）
　　 同 　：鈴木博章（筑波大学）
　　 同 　：芹澤善積（電力中央研究所）
　　 同 　：田畑　修（京都先端科学大学）
　　 同 　：寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
　　 同 　：〈福井伸太（東洋大学）〉※
　　 同 　：福永　香（情報通信研究機構）
　　 同 　：宮崎道雄（関東学院大学）
支部代表：五十嵐一（北海道大学）
　　 同 　：大崎博之（東京大学）
　　 同 　：小笠原悟司（北海道大学）
　　 同 　：下村直行（徳島大学）
　　 同 　：白井康之（京都大学）
　　 同 　：田苗　博（北日本電線）
　　 同 　：田中俊彦（山口大学）
　　 同 　：田中康規（金沢大学）
　　 同 　：長谷川俊行（北陸電気保安協会）
　　 同 　：服部哲郎（香川大学）
　　 同 　：林　則行（宮崎大学）
　　 同 　：匹田政幸（九州工業大学）
　　 同 　：福島　透（中国電力）
　　 同 　：松浦昌則（電力中央研究所）
　　 同 　：松木英敏（東北大学）
　　 同 　：松村年郎（愛知工業大学）
　　 同 　：三浦良隆（関電システムソリューションズ）
　　 同 　：横田岳志（東芝トランスポートエンジニアリング）
事業維持員代表：〈市川弥生次（中部電力）〉※
　　 同 　：伊藤孝充（明電舎）
　　 同 　：岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
　　 同 　：織戸浩一（三菱電機）
　　 同 　：斉藤史郎（東　芝）
　　 同 　：柴田俊和（住友電気工業）
　　 同 　：土井義宏（関西電力）
　　 同 　：廣渡　健（九州電力）
　　 同 　：松村基史（富士電機）
　　 同 　：向山晋一（古河電気工業）
　　 同 　：山田利之（東北電力）
　　 同 　：〈山本直幸（日立製作所）〉※
役　　員：今井伸一（東京電力パワーグリッド）
　　 同 　：大石　潔（長岡技術科学大学）
　　 同 　：小野利喜（九電テクノシステムズ）
　　 同 　：勝野　徹（富士電機）
　　 同 　：〈斉藤史郎（東　芝）〉※
　　 同 　：清治岳彦（日立製作所）
　　 同 　：〈芹澤善積（電力中央研究所）〉※
　　 同 　：大穀晃裕（三菱電機）

浪平隆男（熊本大学）
西川宏之（芝浦工業大学）
西田直人（東　芝）
白銀隆之（関西電力）
橋本雄一（大同大学）
長谷川隆章（住友電気工業）
日髙邦彦（東京電機大学）
日髙良和（宇部工業高等専門学校）
平木英治（岡山大学）
蛭間淳之（デンソー）
福井伸太（東洋大学）
福永　香（情報通信研究機構）
藤島友之（長崎大学）
藤原　昇（電気学会）
堀越和宏（東北電力）
松本　聡（芝浦工業大学）
松本光裕（東北電力）
三上貞芳（公立はこだて未来大学）
水野幸男（名古屋工業大学）
皆川忠郎（三菱電機）
孟　志奇（福岡大学）
森　一之（三菱電機）
安田恵一郎（首都大学東京）
矢野　徹（三菱電機）
山口　博（関東電気保安協会）
山本直幸（日立製作所）
山本真義（名古屋大学）
横山明彦（東京大学）
吉村健司（電力計算センター）

（5）令和元年度有識者会議委員（68名）
本部代表：生駒昌夫（きんでん）
　　 同 　：市川弥生次（中部電力）
　　 同 　：伊藤　久徳（中部電力）
　　 同 　：江口直也（富士電機）
　　 同 　：大久保昌利（関西電力）
　　 同 　：大熊康浩（富士電機）
　　 同 　：大西公平（慶應義塾大学）
　　 同 　：大山　力（横浜国立大学）
　　 同 　：小野　靖（東京大学）
　　 同 　：小橋秀一（三菱電機）
　　 同 　：斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：佐藤育子（東京電力ホールディングス）
　　 同 　：新藤孝敏（電力中央研究所）
　　 同 　：竹下隆晴（名古屋工業大学）
　　 同 　：田中幸二（日立製作所）
　　 同 　：中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：日髙邦彦（東京電機大学）
　　 同 　：福井伸太（東洋大学）
　　 同 　：安田恵一郎（首都大学東京）
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（3）理事会承認による規程類の制定・改正・廃止
開催日 審議・承認議案 審議結果

令和元年度
第 3回
R1 .10 . 9

（部門共通・規程 1）部門共通規程 第 3章 編修
（D部門・規程 2）産業応用部門表彰規程

改正
改正

令和元年度
第 5回
R2 .3 . 6

（総務・運要 16）社会連携委員会　運営要綱
（総務・規程 1）総務規程
（総務・規程 1─5）事務局の運営管理規程細目
（総務・規程 1─9）上級会員制度規程
（総務・運要 1）総務会議　運営要綱
（総務・規程 4─1─1）�理事会選定による投票有

権者の申し合わせ

制定
改正
改正
改正
改正
改正

　　 同 　：中川聡子（東京都市大学）
　　 同 　：藤岡直人（関西電力）
　　 同 　：藤原　昇（電気学会）
　　 同 　：松本　聡（芝浦工業大学）
　　 同 　：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
重複者は〈氏名〉※と表記

3．事務局の現況【定款第 44 条】

（1）組織及び要員（令和 2年 3月 31日現在）

（2）組織改編
　なし
（3）主な人事（H31 .4 .1〜R2.3 .31）
　・職員退職　1名
　・職員再雇用　1名

4．会議等に関する事項【定款第 4，6章】

（1）第 107回通常総会

（2）理事会

役職 職員 企業より
出向・派遣

臨時職員・
人材派遣等

合計 備考

事務局長 （1） 0 注 1
事務局長代理 1 1 注 2
総務課（総務） 4（1） 1 5 注 2
総務課（技術者教育） 1 1 2
総務課（経理） 3 3 注 3
編修出版課（編修） 4 1 5 注 3
編修出版課（出版） 2 1 3
事業サービス課 4 1 5
標準化推進室 1 2 2 5
合計 20 2 7 29
注 1：専務理事が兼務，（　）表示
注 2：事務局長代理と総務課長は兼務，（　）表示
注 3：職員のうち 1名は再雇用者

開催日 場所 出席者数 議決事項
R1.5 . 30 都市センター

ホテル
代議員総数
92 名 中 91
名（うち委
任状56名）

報�告事項 1　�平成 30 年度事業報
告

第 �1 号議案　�平成 30 年度決算
報告の件

報�告事項 2　�公益目的支出計画
実施報告

報�告事項 3　�令和元年度事業計
画ならびに令和元
年度収支予算

第 �2 号議案　�新任理事および監
事の選任の件

第 �3 号議案　名誉員の推薦の件

開催日 審議 ･承認議案 審議結果
令和元年度
第 1回
R1 .5 . 30

［Ⅰ号議案］
1．各理事の役職選定（定款第 23 条 2 項）
2．令和元年度理事会開催予定等
3．常勤理事の報酬
4．電気規格調査会 2号委員の交代
5．�令和元・2 年度 電気規格調査会規格委員
総会 2号委員候補者

6．九州支部入会キャンペーンの実施

承認
承認
承認
承認
承認

承認
令和元年度
第 2回
R1 .7 . 25

［Ⅰ号議案］
1．定期預金解約に伴う資金運用案
2．出版事業委員会委員の再任
3．電気規格調査会 2号委員の交代
4．会員入（退）会の承認

承認
承認
承認
承認

令和元年度
第 3回
R1 .10 . 9

［Ⅰ号議案］
1．�代表理事および業務執行理事の職務執行状
況報告

2．令和 2年度戦略的事業予算申請
3．代議員定数と選挙管理委員会委員の選出
4．�令和 2年度年会費請求時に合わせた寄付金
のご依頼取り扱い

5．�令和 2年表彰における理事会選定の若干名
の投票有権者の選定

6．令和元年度上級会員の認定
7．部門共通規程 第 3章 編修の改正
8．産業応用部門表彰規程の改正
9．�第 33 回パワー半導体デバイス国際シンポ
ジウム（ISPSD2021）開催申請

10．会員入会の承認

承認

承認
承認
承認

承認

承認
承認
承認
承認

承認
令和元年度
第 4回
R1 .12 . 5

［Ⅰ号議案］
1．令和 2年度役員等候補者の選定
2．�第 108 回通常総会開催と特別講演講師推薦
依頼

3．定期預金の満期に伴う資金運用（案）
4．�第 13 回電気技術顕彰「でんきの礎」の決
定

5．2019 年度学会図書の在庫調整
6．�入会金ならびに会費の減免措置（B部門，
D部門，E部門，東海支部，北陸支部）

7．会員入会の承認

承認
承認

承認
承認

承認
承認

承認
令和元年度
第 5回
R2 .3 . 6

［Ⅰ号議案］
1．令和 2年度事業計画（案）
2．令和 2年度予算案について
3．�令和 2年度本部・部門・支部役員・代議員
の投票結果および本部役員の選出

4．名誉員の推薦
5．フェローの認定
6．�有識者会議　事業維持員代表推薦依頼先の
選定

7．�社会連携委員会の設置に伴う規程類の制定
および改正について

8．�理事会選定による投票有権者の申し合わせ
の改正について

9．�技術啓発書「志田林三郎傳」の扱いについ
て

10．�入会金ならびに会費の減免措置（A部
門，東北支部，中国支部）

11．会員入会の承認

承認
承認
承認

承認
承認
承認

承認

承認

承認

一部承認

承認

開催日 審議 ･承認議案 審議結果
平成 30 年度
第 6回
R1 .5 . 15

［Ⅰ号議案］
1．�会長，会長代理および専務理事　職務執行
状況報告

2．平成 30 年度事業報告（案）
3．平成 30 年度決算報告（案）
4．定期預金満期に伴う資金運用案
5．平成 30 年度寄付金（募金，残金）の受入
6．公益目的支出計画実施報告
7．電気規格調査会 2号委員の交代
8─1．�2019 年 C 部門大会での入会キャンペー

ンの実施
8─2．�東海支部新規入会者の入会金免除企画

の実施
9．会員入（退）会の承認

承認

承認
承認
承認
承認
承認
承認
承認

承認

承認
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5．�研究発表会・講演会・講習会および見学会の開催
に関する事項【定款第 4条 1号】

（1）全国大会
　全国の研究者，技術者の討論の場である「令和 2年電
気学会全国大会」は東京電機大学で開催する予定であっ
たが，令和元年 12月に発生が確認された「新型コロナ
ウイルス感染症」が拡大している状況を踏まえ，全国大
会委員会にて慎重に検討を重ねた結果，令和 2年 2月
21日に中止することを決定した。
　併設している「附設展示会」，「技術見学会」や新企画
として開催する予定であった「学生向けキャリアセッシ
ョン」，「U─21学生研究発表会」，「高校生みらい創造コ
ンテスト表彰式」等付随する全てのイベントも中止する
こととした。

（2）総合力を発揮した部門活動の展開
　本部・支部と連携しつつ各部門の特徴を生かした活力

（4）各種会議 ･委員会等の開催実績
回数

通 常 総 会 1

理 事 会 6

有 識 者 会 議 1

経営企画委員会（メール審議 1回，幹事会 5回を
含む）

10

　新 進会員活動委員会 3

総務会議（メール審議 1回を含む） 5

技術者教育委員会 3

J A B E E 部 会 2

    分 野 別 委 員 会 2

CPD部会 5

　　電気電子・情報系 CPD協議会 0

　　日本技術士会との意見交換会 6

教育支援部会 3

　　電 気 の 知 識 Ｗ Ｇ 3

広報委員会 3

　フェロー審査委員会（メール審議） 1

　上級会員資格審査委員会（メール審議） 1

IEEJプロフェッショナル運営委員会（メール審議） 2

　でんきの月連絡協議会 0

倫 理 委 員 会 5

幹　事　会 5

教 育 W G 4

表彰委員会（メール審議） 3

　進歩賞小委員会 1

論文・著作賞小委員会 0

顕 彰 委 員 会 1

顕 彰 選 考 小 委 員 会 7

会 計 会 議 5

編 修 会 議 4

　編修委員会（部会などを含む） 27

出 版 事 業 委 員 会 3

教科書・専門書部会 3

技 術 啓 発 書 部 会 3

研究調査会議（メール審議 1回を含む） 4

全国大会委員会 1

　　 〃 　小委員会 3

電気システムセキュリティ特別技術委員会（幹事
会 2回，メール審議 1回を含む）

4

国際活動委員会 3

A 部 門 役 員 会 5

B 部 門 役 員 会 5

C 部 門 役 員 会 5

D 部 門 役 員 会 5

E 部 門 役 員 会 5

A 部 門 編 修 委 員 会 5

B 部 門 編 修 委 員 会 6

C 部 門 編 修 委 員 会 6

D 部門編修広報委員会 4

D部門和文論文誌論文委員会主査会 5

D部門英文論文誌論文委員会主査会 5

E 部 門 編 修 委 員 会 6

論 文 委 員 会 45

研 究 調 査 運 営 委 員 会
A 部 門 5

B 部 門 4

C 部 門 5

D 部 門 4

E 部 門 5

技 術 委 員 会
A 部 門 40

B 部 門 40

C 部 門 46

D 部 門 56

E 部 門 10

専 門 委 員 会
A 部 門 90

B 部 門 96

C 部 門 180

D 部 門 188

E 部 門 22

研 究 会
A 部 門 53

B 部 門 28

C 部 門 63

D 部 門 62

E 部 門 11

合計 1 ,258回
　電気規格調査会の会合数は P.18に別掲
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ある活動を展開した。
　論文誌の発行，研究調査活動，研究会活動，部門大会
の開催などの各事業の推進に際しては，コア技術を生か
しつつ，新規分野の取り込みや他部門・他学協会との連
携強化などの将来展開を考慮した取り組みを実施した。
本部・支部と連携しつつ各部門の特徴を生かした活力あ
る活動を展開した。

・本部・技術委員会等主催の公開技術会合

技術会合名 開催場所，
開催期間 主催

The 6th IEEJ international 
workshop on Sensing, Actuation, 
Motion Control, and Optimization 
SAMCON2020
※�新型コロナウイルスの感染症の影
響のため，当日の発表は中止。但
し，論文は公開。

Shibaura 
Institute of 
Technology
2020 .3 . 14〜16

産業応用部門

産業応用フォーラム「第五期モータ
道場」

九州，福島，岐
阜，滋賀・大
阪，兵庫・大阪
年 5回

産業応用部門

産業応用フォーラム「第五期パワエ
レ道場」

茨城，神戸・名
古屋，青森，東
京，福岡・大阪
年 5回

産業応用部門

第 26 回鉄道技術連合シンポジウム J
─RAIL2019

国立オリンピッ
ク記念青少年総
合センター
2019 .12 . 4〜6

交通・電気鉄道
技術委員会

産業応用フォーラム「保全分野にお
けるプロアクティブ手法の活用」

電気学会
2019 .5 . 30

ものづくり技術
委員会

産業応用フォーラム「発電機励磁系
の仕様と特性」

電気学会
2019 .6 . 7

回転機技術委員
会

産業応用フォーラム「初心者向け
PMモータ」

中部大学 名古
屋キャンパス
2019 .6 . 19

半導体電力変換
技術委員会
モータドライブ
技術委員会

産業応用フォーラム「企業技術者を
対象としたパワーエレクトロニクス
入門講座」

千葉工業大学　
津田沼キャンパ
ス
2019 .7 . 30

半導体電力変換
技術委員会

産業応用フォーラム「持続社会の構
築に向けた移動体用電動力応用シス
テムの技術動向」

電気学会
2019 .7 . 30

自動車技術委員
会

産業応用フォーラム「次世代自動車
用車載・インフラ電源システム」

機械振興会館
2019 .9 . 11

自動車技術委員
会

産業応用フォーラム「工場受配電設
備の更新事例と技術紹介」

電気学会
2019 .10 . 25

ものづくり技術
委員会

産業応用フォーラム東京開催！「AC
ドライブシステムのセンサレスベク
トル制御〜基礎から実装，応用例ま
で（シミュレーションデモ付き）〜」

電気学会
2019 .10 . 31

モータドライブ
技術委員会

産業応用フォーラム「上下水道にお
けるエネルギー活用技術の現状と展
望」

いきいきプラザ
一番町
2019 .11 . 21

公共施設技術委
員会

産業応用フォーラム　名古屋開催！
　研究・開発・設計・試験に役立
つ！「モータドライブ機器のキーコ
ンポーネントと開発ツールの基礎技
術と最新動向」

中部大学　名古
屋キャンパス
2019 .11 . 26

モータドライブ
技術委員会

産業応用フォーラム　演習付講習会
「制御系CADを活用したフィードバ
ック制御系設計講座」

電気学会
2019 .11 . 28

メカトロニクス
制御技術委員会

産業応用フォーラム「インバータ駆
動誘導電動機の新特性算定法と技術
課題」

電気学会
2019 .12 . 26

回転機技術委員
会

産業応用フォーラム「PMモータド
ライブの基礎技術 -PMモータのしく
みから動かし方まで─」

成蹊大学
2020 .2 . 4

半導体電力変換
技術委員会
モータドライブ
技術委員会

産業応用フォーラム「分野別サービ
スロボットのための小形モータおよ
び実現化技術の動向とその適用事例」

電気学会
2020 .2 . 10

回転機技術委員
会

産業応用フォーラム「家電・民生の
モータ・制御 近未来への羅針盤─材
料からつかい方まで─」

ダイキン工業株
式会社　東京支
社
2020 .2 . 25

家電・民生技術
委員会

技術会合名 開催場所，
開催期間 主催

第 49 回電気電子絶縁材料システムシ
ンポジウム

名古屋大学
2019 .9 . 17〜19

誘電・絶縁材料
技術委員会

基礎・材料フォーラム
「進化するテーラーメイドコンポジッ
ト絶縁材料」〜絶縁技術を革新する
コンポジット材料創成を目指して〜

ちよだプラット
フォームスクウ
ェア
2019 .11 . 28

誘電・絶縁材料
技術委員会

電力・エネルギーフォーラム
「避雷器の評価・適用に関する技術動
向」

電気学会
2019 .6 . 28

開閉保護技術委
員会

電力・エネルギーフォーラム
「中電圧スイッチギヤの対応規格と技
術動向 -2002 年以降の動向─」

電気学会
2019 .7 . 8

開閉保護技術委
員会

電力・エネルギーフォーラム
「超電導化に向かう円形加速器」

放射線医学総合
研究所
2019 .8 . 27

超電導機器技術
委員会

電力・エネルギーフォーラム
「架空送電線の点検・診断技術に関す
る最近の研究開発動向」

電気学会
2019 .11 . 7

電線・ケーブル
技術委員会

日本のライフラインを支える電力設
備シンポジウム

東北大学
2019 .10 . 28

静止器技術委員
会

IEEJ PES─IEEE PES Thailand Joint 
Symposium on Advanced 
Technology in Power Systems 2020
※新型コロナウイルスの感染症の影
響のため，当日の発表は中止。但
し，論文は公開。

Chiangmai, 
Thailand
2020 .3 . 5

電力・エネルギ
ー部門

第 23 回エネルギーワンダーランド
※新型コロナウイルスの感染症の影
響のため，中止。

中国電力柳井発
電所，広島工業
大学工学部
2020 .3 . 20

電力・エネルギ
ー部門

第 23 回アナログVLSI シンポジウム 日立製作所　中
央研究所内　馬
場記念ホール
2019 .5 . 17

電子回路技術委
員会

第 48 回 EMシンポジウム 森戸記念館
2019 .6 . 13〜14

電子回路技術委
員会

第 24 回知能メカトロニクスワークシ
ョップ（IMEC2019）

信州大学
2019 .8 . 31〜9 .2

知覚情報技術委
員会

2018 International Conference on 
Analog VLSI Circuits（AVIC2019）

Yilan, Taiwan
2019 .10 . 28〜30

電子回路技術委
員会

Smart City Symposium 2019 Chennai, India
2019 .10 . 30
〜11 .1

通信技術委員会

The 6th Symposium on 
Semiconductor Power Conversion 
S2PC Tama 2019

Tokyo 
Metropolitan 
University, Fuji 
Electric Co., 
Ltd.
2020 .10 . 25〜27

産業応用部門

International Workshop on Frontiers 
of Computer Vision 2020
IW─FCV2020

Ibusuki, 
Kagoshima
2020 .2 . 20〜22

産業応用部門
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6．会誌および図書の発行に関する事項【定款第4条 2号】

（1）電気学会誌の更なる充実
　広範囲な分野から分かりやすく，読みやすい記事の企
画・掲載を行うことをこころがけ，各部門の協力も得な
がら，最先端のテーマを取り上げ記事化した。
　また，気軽に読める記事「コーヒーブレイク」を引き
続き掲載した。

（2）論文誌の更なる充実
　共通英文論文誌の平成 30年の IF（インパクトファク
ター）は 0 .686となった。数値向上のための効果的な方
策として，引用回数を増やすため，著名人による解説論
文を令和元年度も引き続き掲載した。また，共通英文論
文誌は，平成 30年 1月からの毎月発行によって，より
多くの論文が掲載されることとなり，掲載までの期間が
短縮され，B部門からの企画提案による特集も組まれた。
　なお，共通英文論文誌は，令和 2年 1月号から冊子体
を廃止し，電子ジャーナル版のみの発行となった。
　英文論文誌 D（IEEJ Journal of Industry Applications）
は，早期の SCI登録申請を目指して，積極的に特集を
企画し，投稿論文を増やす努力を継続した。また，論文
誌 Dに掲載された和文論文の中から，優秀な論文を翻
訳して英文論文誌 Dに掲載することを継続して実施し
ており，令和元年度は 11件の翻訳掲載を行った。
　論文誌の国際化，アジアの取り込み戦略の具体的方策
として，外国の方に論文幹事を務めていただくことを積
極的に進めるため，共通英文論文誌の著者のデータを調
査・分析していく作業を開始した。

（3）会誌等の発行実績
1）学会誌
①発行内容
　総ページ数，発行部数は次表のようになり，前年度差で
6ページ増，5 ,040部減となった。

・全国大会・部門大会等の開催実績

（4）総合力を発揮した支部活動の展開
　 　本部・部門と連携しつつ地域に密着した事業を展開
し，技術交流や技術研鑽の場の提供を通じ会員サービス
に努め，併せて会員増加を図った。
　 　小中学生を対象とした理科教育への協力，講演会，講
習会，見学会，部門主催研究会への共催のほか，大学に
おける講義（冠講座，寄付講義など），優秀卒業者表彰
なども実施。これらの諸活動においては IEEJプロフェ
ッショナルの協力も得た。
・支部活動の開催実績

・支部連合大会等の開催実績

大会名 開催場所 参加者数 発表件数
全国大会
※�新型コロナウイル
スの感染症の影響
のため，中止

東京電機大学
2020 .3 . 11〜13

─ 一般講演
　：1,214 件
シンポジウム
　：144 件

A部門（基礎・材
料・共通部門）大会

岩手大学
2019 .9 . 3〜4

284 名 182 件

B部門（電力・エネ
ルギー部門）大会

広島工業大学
2019 .9 . 3〜6

1 ,118 名 409 件

C 部 門（ 電 子・ 情
報・システム部門）
大会

琉球大学
2019 .9 . 4〜7

661 名 429 件

D部門（産業応用部
門）大会

長崎大学
2019 .8 . 20〜22

1 ,343 名 637 件

E部門（センサ・マ
イクロマシン部門）
大会

アクトシティ浜松
2019 .11 . 19〜22

477 名 263 件

支部
項目 北海道 東北 東京 東海 北陸 関西 中国 四国 九州 計

連合大会等 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
講演会関係 3 29 20 7 6 19 10 3 11 108
講習会関係 4 0 5 2 0 3 4 9 1 28
見学会関係 1 2 19 3 1 3 3 4 2 38
発表会関係 2 1 10 2 2 1 1 1 3 23
その他 0 9 22 17 4 9 5 1 7 74

計 11 42 77 32 14 36 24 19 25 280

巻・号（＝月）
ページ数

発行部数
本文 広告 計

139 .4 73 .5 10 . 5 84 21 ,020
139 .5 65 7 72 21 ,020
139 .6 64 . 5 5 . 5 70 21 ,020
139 .7 113 11 124 20 ,520
139 .8 66 . 5 7 . 5 74 19 ,520
139 .9 73 7 80 19 ,800
139 .10 73 11 84 20 ,200
139 .11 68 8 76 20 ,200
139 .12 65 .5 6 . 5 72 20 ,200
140 .1 67 9 76 20 ,470
140 .2 68 . 5 7 . 5 76 20 ,570
140 .3 69 5 74 20 ,670

大会名 開催場所 発表件数
九州支部連合大会 九州工業大学

2019 .9 . 27〜28
総講演：508 件
招待講演：1件
特別講演：1件
企業講演：4件

大会名 開催場所 発表件数
北海道支部連合大会 室蘭工業大学

2019 .11 . 9〜10
一般講演：149 件

東北支部連合大会 秋田大学
2019 .8 . 22〜23

一般講演：289 件
特別講演：1件

東京支部カンファレン
ス

工学院大学
2019 .8 . 28

学生研究発表会：150
件
交流セミナー講演：3件
特別講演：1件

東海支部連合大会 大同工業大学
2019 .9 . 9〜10

一般講演：460 件
企画セッション：12 件
特別講演：1件

北陸支部連合大会 石川工業高等専門学校
2019 .8 . 31〜9 .1

一般講演：187 件
招待講演者数：7件
特別講演：1件

関西連合大会 大阪市立大学
2019 .11 . 30〜12 .1

一般講演：160 件
招待講演：27 件
ポスターシンポジウ
ム：30 件
特別講演：1件

中国支部連合大会 鳥取大学
2019 .10 . 26

一般講演：188 件

四国支部連合大会 新居浜工業高等専門学
校
2019 .9 . 21

一般講演：235 件
特別講演：1件
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②掲載種別とページ数

2）論文誌（部門誌）
①発行内容
　論文誌 A〜Eの総ページ数は 5 ,912ページとなり，前年
度差で 178ページ減となった。

3） 共通英文論文誌（TEEE: IEEJ Transactions on 
Electrical and Electronic Engineering）

　アメリカの John Wiley & Sons社から冊子と電子ジャー
ナル版で出版していたが，Vol.15，No.1から電子ジャーナ
ル版のみに移行した。TEEEの総ページ数は 1 ,834ページ
となり，前年度差で 53ページ増となった。

掲載種別 ページ数
巻頭，随想，論説  12
講　演     6
特　集 265
解　説  48
取　材  42
技術探索  43
座談会     0
学生のページ  48
支部のページ  24
コーヒーブレイク     8
その他，トピックスなど     4
技術レポート     0
学会だより  76
電気規格調査会だより     5
技術報告要旨     9
論文誌目次  49 .5
会員の声     0
編集後記・委員会リスト  12
表　紙  12
目次（口絵を含む）  34
その他，奥付など  34
会告 135
広告   95 .5
合計 962

（4）時代の動向や社会のニーズをとらえた出版推進
　 　電気技術の発展に合わせて新刊の技術啓発書を発行し
た。技術報告では各部門，本部を合せて 25点を発行し
た。

1）教科書などの発行　合計 23点，23 ,050部
①新刊：1点，1 ,300部
・技術啓発書 1点，1 ,300部

②重版：22点，21 ,750部
・教科書 20点，20 ,750部

・専門工学書 2点，1 ,000部

2）技術報告の発行
新刊 25点，5 ,110部
A部門：5点，743部

№ 書　　名 発行日 発行部数

1 からだを測る
─健康管理機器の仕組みと働き─ 2020 .3 . 5 1 , 300

計 1 ,300

№ 書　　名 発行日 発行部数
1 電気施設管理と電気法規解説（13 版改訂） 2019 .4 . 1 1 , 000
2 基本から学ぶ電子物性 2019 .4 . 25 1 , 000
3 基礎からわかる電気磁気学例題演習Ⅱ 2019 .4 . 25 500
4 発変電工学（改訂版） 2019 .4 . 15 200

5 電機設計概論（4版改訂）
─設計基礎から製図の基本まで─ 2019 .7 . 15 1 , 500

6 電気機器工学Ⅰ（改訂版） 2019 .7 . 15 1 , 000
7 電気実験（基礎・計測編） 2019 .7 . 10 250
8 電力系統工学 2019 .8 . 30 700
9 基礎センサ工学 2019 .9 . 10 150
10 パワースイッチング工学（改訂版） 2019 .10 . 1 500
11 電気実験（機器・電力編） 201910/3 250
12 電気回路論（3版改訂） 2019 .9 . 20 3 , 500
13 基礎電磁気学（改訂版） 2019 .12 . 15 3 , 000
14 基礎からの交流理論 2019 .12 . 15 2 , 500
15 電磁気計測（改訂版） 2019 .12 . 15 500
16 高電圧工学（3版改訂） 2019 .12 . 15 500
17 基礎電気機器学 2019 .12 . 15 1 , 000
18 回路理論基礎 2020 .1 . 10 1 , 000
19 電気機械工学（改訂版） 2020 .1 . 10 1 , 000
20 基本から学ぶ電磁気学 2020 .3 . 15 700

計 20 ,750

№ 書　　名 発行日 発行部数
1 電力系統安定化システム工学 2019 .9 . 10 500
2 DC/DCコンバータの基礎から応用まで 2019 .9 . 15 500

計 1 ,000

種別
部門誌名

論文・レター 解説・その他
ページ数

合計
ページ数ページ数 件　数

論文誌A 669 114 92 761
論文誌 B 741 93 201 942
論文誌 C 1,655 240 106 1 ,761
論文誌D 891 108 208 1 ,099
英文論文誌D 836 100 6 842
論文誌 E 417 69 90 507
合　計 5,209 724 703 5 ,912

巻・号（＝月）
ページ数

発行部数
本文 広告 計

合計 866 .5 95 .5 962 245 ,210
＊発行日は毎月 1日

Vol.・No.
論文・レター

ページ数 件数
14・4 148 18
14・5 148 16
14・6 153 21

14・7 156 18
14・8 151 20
14・9 148 20
14・10 146 19
14・11 181 24
14・12 151 19
15・1 154 19
15・2 149 19
15・3 149 17

合計 1,834 230

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

1 1450 A 過渡電磁界の電子機器及び通
信に対する障害 2019 .4 . 20 138
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4）図書の在庫調整の実施
　図書倉庫に保管されている在庫図書数の適正化を図るた
め，850部の在庫調整（廃棄）を実施した。
対象図書 6点，850部

7．調査・研究の実施に関する事項【定款第 4条 3号】

（1）特別技術委員会の活動
　「特別技術委員会」制度は電気学会のもつ広範囲な技
術部門を連携し，部門横断あるいは分野横断的な研究調
査活動の推進のため平成 23年度に創設し，将来の安全
安心スマート社会を実現するための電気システムのセキ
ュリティを検討するため，「電気システムセキュリティ
特別技術委員会」を発足した。令和 2年度においては，
同特別技術委員会傘下にある「自律走行システムにおけ
る電磁的セキュリティ特別調査専門委員会」が種々の分
野において調査研究活動を行った。また，「防災・減災
のための電気エネルギーセキュリティ特別調査委員
会」，「IoT普及・拡大に向けたシステムセキュリティ特
別調査専門委員会」の 2特別調査専門委員会を設置し，
活動を開始した。令和 2年電気学会全国大会で，特別技
術委員会シンポジウム「電気システムセキュリティの未
来」を開催する予定であったが，前述の通り，中止とな
った。

（2）研究調査活動のための委員会等
1）各種委員会

№ 書　　名 調整部数
1 半導体デバイス 100
2 プラズマ工学  50
3 最新レーザプロセシングの基礎と産業応用 100
4 ユビキタスコンピューティングと応用  50
5 暮らしの中のエネルギー  50
6 志田林三郎傳 500

計 850

B部門：10点，2 ,867部

C部門：1点，151部

D部門：9点，1 ,349部

3）電気規格調査会標準規格の発行
新刊 8点，4 ,511部

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

1 1428 B 電磁界計測による雷放電特性
とインフラ設備の雷害対策 2019 .10 . 1 156

2 1459 B
電力系統用パワーエレクトロ
ニクス機器の解析・シミュレ
ータ技術

2019 .6 . 10 155

3 1461 B 超電導化に向かう円形加速器 2019 .7 . 30 132

4 1462 B 先駆的大電流高エネルギー技
術の実用化動向 2019 .8 . 25 143

5 1463 B 太陽光発電の長期安定利用技
術 2019 .8 . 25 144

6 1467 B 電力系統の電圧運用・制御技
術 2019 .10 . 20 153

7 1469 B 配電設備の高経年化に対応し
た技術動向と課題 2019 .11 . 5 155

8 1471 B 電磁界解析の高精度化技術 2020 .3 . 10 180

9 1472 B
使用環境に対応した配電用絶
縁・ケーブルおよび付属品の
技術的な変遷と課題

2020 .3 . 5 149

10 1475 B
保護制御システムにおける計
器用変成器と関連技術の現状
と動向

2020 .3 . 5 1 , 500

計 2 ,867

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

1 1446 C IoT 時代に向けた制御技術サ
プライヤの課題　 2019 .4 . 25 151

計 151

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

1 1451 D IoT 時代を指向する BACS
の構築 2019 .4 . 20 133

2 1452 D 次世代自動車用電源システム 2019 .4 . 25 158

3 1456 D 高速道路交通管制における提
供情報の高度化 2019 .10 . 20 150

4 1457 D インバータ駆動誘導電動機の
新特性算定法と技術課題 2019 .7 . 20 145

5 1464 D 上下水道におけるエネルギー
活用技術の現状と展望 2019 .9 . 5 140

6 1466 D
分野別サービスロボットのた
めの小形モータおよび実現化
技術

2019 .9 . 15 152

7 1468 D エネルギー問題に対応する最
新の高周波電力変換技術 2020 .3 . 1 166

8 1470 D
需要設備における電力品質向
上を目指したメンテナンスの
スマート化動向

2019 .12 . 5 141

9 1473 D
エネルギー利用の高度化に対
応する最新の高周波電力変換
回路技術

2020 .2 . 5 164

計 1 ,349

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

2 1454 A 電力系統の安定性に関わる解
析技術の歴史 2019 .5 . 10 147

3 1455 A

進化するテーラーメイドコン
ポジット絶縁材料〜絶縁技術
を革新するコンポジット材料
創成を目指して〜

2019 .5 . 10 157

4 1458 A 極低温環境下の電気絶縁技術 2019 .8 . 25 152

5 1460 A 電磁界の人体防護に関わる評
価技術動向 2019 .7 . 30 149

計 743

№ JEC № 制定・改訂年 規格名 発行日 発行部数

1 JEC─5202 2019 年 1 月
改正 ブッシング 2019 .6 . 25 800

2 JEC─2408 2019 年 3 月
制定

インテリジェント
パワー半導体モジ
ュール（IPM）

2019 .10 . 7 1 , 000

3 JEC─5205 2019 年 9 月
制定 長幹がいし 2020 .3 . 10 800

4 JEC─5206 2019 年 9 月
制定 長幹支持がいし 2020 .3 . 10 800

5 JEC─5207 2019 年 9 月
制定

ラインポストがい
し 2020 .3 . 10 800

6 JEC─TR─
40009

2019 年 3 月
制定

可変速揚水発電シ
ステム及び可変速
発電電動機

2019 .7 . 10 146

7 JEC─TR─
59004

2019 年 5 月
制定

ビル用マルチエア
コンによるエネル
ギーサービスに関
する標準仕様

2019 .7 . 20 99

8 JEC─TR─
61010

2020 年 1 月
制定

高温化におけるパ
ルス静電応力法に
よる空間電荷分布
測定の校正法

2020 .3 . 5 66

計 4 ,511
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【新設した専門委員会】
〔A部門〕
・絶縁劣化に基づく電力機器のアセットマネジメントに求
められる情報調査専門委員会
・テーラーメイドによるコンポジット絶縁材料開発の進展
と応用技術調査専門委員会
・EINAマガジン発行Ⅲ協同研究委員会
・次世代永久磁石の研究開発動向と応用に関する調査専門
委員会
・ナノスケール磁性体を用いた機能性材料開発調査専門委
員会
・量子コンピュータ周辺回路としての低温デジタル回路活
用に関する調査専門委員会

〔B部門〕
・超電導関連技術の医療応用調査専門委員会
・電磁界応答流体によるエネルギー・環境技術の新展開に
関する調査専門委員会
・島嶼／スマートコミュニティ等における再生可能エネル
ギーが大量導入された系統の電力供給・需要の特徴調査
協同研究委員会
・鉄道システムにおける耐雷技術の現状と課題調査専門委
員会
・高圧配電線の雷リスクマネジメント手法の構築に向けた
課題調査専門委員会
・原子力施設への無線通信技術導入に向けた技術動向調査
専門委員会
・配電設備の技術変遷と技術動向に関する調査専門委員会
・多端子連系をはじめとする直流送電の最新技術動向調査
専門委員会
・配電用変電所保護リレーシステム技術調査専門委員会
・気象情報の利活用に基づく新しい電力系統運用調査専門
委員会
・電磁界解析の先進技術応用調査専門委員会
・変圧器・リアクトルの騒音対策に関する最新動向調査専
門委員会
・持続可能社会実現に向けた高効率大電流エネルギーシス
テム技術調査専門委員会
・中電圧スイッチギヤの保全に関するセンシング技術調査
専門委員会
・最近の直流及び交流系統に要求される遮断器の技術動向
調査専門委員会

〔C部門〕
・AIに基づく安全制御・故障診断と耐性設計調査専門委

員会
・精密計測をもとに科学技術に変革をもたらす回路技術調
査専門委員会
・超スマート社会の実現に向けて障害となる雑音に関する
調査専門委員会
・電子・集積回路の導入教育プログラム調査専門委員会
・非線形電子回路の高度設計技術調査専門委員会
・高機能化合物半導体エレクトロニクス技術と将来システ
ムへの応用調査専門委員会
・第四期次世代インタラクティブディスプレイ協同研究委
員会
・レーザプロセッシングを用いたナノ材料制御技術調査専
門委員会
・医療・バイオ研究に有効なインターフェースと量子ビー
ム応用に関する技術調査専門委員会
・コヒーレント光源とデバイス応用技術調査専門委員会
・パワー光源システム技術動向調査専門委員会
・超スマート社会の構築に繋がる革新的材料創出に向けた
光・量子ビーム応用技術調査専門委員会
・持続可能な社会発展に向けたスマートレーザプロセシン
グ調査専門委員会
・バイオメディカル・フォトニクス先端技術の応用に向け
た協同研究委員会（第Ⅱ期）
・都市全体最適化に向けたモデルの統合技法協同研究委員会
・先端システムの超知能化を指向した機械学習技術協同研
究委員会

〔D部門〕
・診断・監視・保全の基盤技術に関する調査専門委員会
・CPSによる制御理論の融合技術に関する調査専門委員会
・交流電動機可変速駆動技術の未来動向調査専門委員会
・上下水道施設における設備保全・維持管理技術調査専門
委員会
・電磁界解析による回転機の高精度性能評価技術調査専門
委員会
・サービスロボットの要求を実現する小形モータとその制
御技術調査専門委員会
・用途指向形次世代モータの高性能化技術動向調査専門委
員会
・需要設備の安全性と電力品質の向上を目指した保全高度
化技術調査専門委員会
・最新の高周波スイッチング電力変換回路と応用電源技術
調査専門委員会
・次世代自動車用車載・インフラ電源システム調査専門委
員会
・電動車両のパワーコントロールユニットの高性能化に関
する協同研究委員会

〔E部門〕
・次世代医用生体エレクトロニクス調査専門委員会
・香りの計測と心理・生理学的効果の応用に関する調査専

部　　門 新　　設 解　　散 継 続 中
A部門 6 10 12
B 部門 15 14 8
C 部門 16 20 23
D 部門 11 18 17
E 部門 3 4 2
合　計 51 66 62
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門委員会
・Society 5 .0における農業および環境センシング技術に
関わる調査専門委員会

【解散した専門委員会】
〔A部門〕
・高温下における PEA法を用いた空間電荷分布測定の校
正法標準化と PEA法の応用測定技術調査専門委員会
・最新の実用材料を使用した電力機器における絶縁診断技
術調査専門委員会
・EINAマガジン発行Ⅱ協同研究委員会
・電磁界ばく露に関する評価手法の動向調査専門委員会
・ナノスケール磁性体の構造・組織解析と創製調査専門委
員会
・磁気センサの高機能とシステム化調査専門委員会
・高周波磁性材料の実用化のための技術動向調査専門委員会
・電力用磁性材料の評価・活用・応用技術調査専門委員会
・光・熱・磁気の相互作用を利用した新規スピンデバイ
ス・ストレージ技術調査専門委員会
・パルス電磁エネルギー技術を用いたビーム物理工学調査
専門委員会

〔B部門〕
・使用環境に対応した配電用絶縁電線・ケーブルおよび付
属品の技術的な変遷と課題調査専門委員会
・環境負荷の低減を目指したMHD発電技術と応用に関す
る調査専門委員会
・風力発電大量導入時の系統計画・運用・制御技術調査専
門委員会
・再生可能エネルギーの大量導入に向けた水素利用発電技
術調査専門委員会
・高圧配電線耐雷設計の技術変遷と合理化に向けた課題に
関する調査専門委員会
・核融合炉シミュレーション技術調査専門委員会
・福島第一原子力発電所廃炉に関わる放射線計測技術調査
専門委員会
・保護制御システムにおける計器用変成器と関連技術の現
状と動向調査専門委員会
・分散電源の大量連系解析モデル調査専門委員会
・電力系統の電圧運用・制御技術調査専門委員会
・変圧器の機能・性能の多様化に関する最新動向調査専門
委員会
・次世代直流送配電における電力用コンデンサの役割・性
能調査専門委員会
・規格改訂に向けた交流遮断器の仕様と開閉責務調査専門
委員会
・ガス絶縁開閉装置（GIS）に関連する最新規格と今後の
技術動向調査専門委員会

〔C部門〕
・安全制御・故障早期診断と早期耐性設計調査専門委員会
・人間支援システムのための情報・制御調査専門委員会

・非線形電子回路の高機能化技術調査専門委員会
・高周波集積回路の高機能・多様化技術調査専門委員会
・アナログ電子回路の発展的設計技術調査専門委員会
・パワーデバイス・パワー IC高性能化技術調査専門委員会
・次世代化合物半導体デバイスの機能と応用（第二期）調
査専門委員会
・第三期次世代インタラクティブディスプレイ協同研究委
員会
・ナノ材料作製のための最先端レーザプロセッシング技術
調査専門委員会
・光エレクトロニクス材料技術調査専門委員会
・レーザ加工条件選定プロセス検証のための協同研究委員会
・社会課題解決に向けた超スマート社会実現技術調査専門
委員会
・量子ビームによるナノ構造形成とその医療・バイオ応用
技術調査専門委員会
・エネルギー・環境・資源問題の解決に繋がる革新的材料
創出に向けた光・量子ビーム応用技術調査専門委員会
・パワー光源及び応用システム調査専門委員会
・持続可能な社会と先端技術を支えるレーザプロセシング
技術第二期調査専門委員会
・バイオメディカル・フォトニクス先端技術の応用に向け
た協同研究委員会
・横断的波動センシングシステム協同研究委員会
・エネルギーデータを対象とした AI, IoT活用技術協同研
究委員会
・標準データとそのデータベース調査専門委員会
〔D部門〕
・民生用低消費エネルギーインテリジェント制御技術動向
調査専門委員会
・IoTプラットフォーム上の制御技術に関する調査専門委
員会
・診断・監視の基盤技術とその応用に関する協同研究委員会
・電磁アクチュエータシステムのための磁性材料および磁
気現象の技術調査専門委員会
・アクチュエータの多自由度化およびネットワーク化動向
予測調査専門委員会
・モーションコントロールの高性能化に関する調査専門委
員会
・精密サーボシステムのための共通基盤技術調査専門委員会
・上下水道におけるエネルギー活用技術調査専門委員会
・直流機及び高圧電動機のサステナブル技術調査専門委員会
・同期機諸定数調査専門委員会
・スマートグリッドの電気事業者・需要家間サービスイン
タフェース技術調査専門委員会
・パワーエレクトロニクスにおける実践的モデリングとシ
ミュレーション技術調査専門委員会
・交流電源にインタフェースされる電力変換回路および制
御技術調査専門委員会
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・酸化亜鉛形避雷器の動作責務とエネルギー耐量に関する
技術動向調査専門委員会

〔C部門〕
・産業活用サイバーフィジカルコミュニケーション技術調
査専門委員会
・ICTイノベーションを支えるエンジニアリングデザイン
技術調査専門委員会
・制御工学および機械学習の相互強化とその応用展開調査
専門委員会
・PID制御の IoTエコシステムに関する調査専門委員会
・技能データの計測・評価・活用に関する調査専門委員会
・実践から学ぶ制御技術教育に関する調査専門委員会
・データ駆動制御とその産業応用に関する調査専門委員会
・制御・信号処理の技術融合と応用分野拡大に関する調査
専門委員会
・非ノイマン型世代に求められる高機能回路実装技術調査
専門委員会
・EMデバイス・システムの先端技術ならびに応用技術調
査専門委員会
・国際競争力をもつ電子回路技術者育成モデル調査専門委
員会
・電子回路研究専門委員会
・拡大する電磁波利用を支える先進的技術調査専門委員会
・ナノエレクトロニクス基盤ヘテロ集積化・応用技術調査
専門委員会
・フレキシブルセラミックスコーティング技術調査専門委
員会
・IoTと持続可能社会に向けた有機・バイオデバイス関連
技術に関する調査専門委員会
・神経工学に関連する将来技術調査専門委員会
・量子・情報・エレクトロニクス医療インタフェース協同
研究委員会（第 II期）
・スマートビジョン技術の社会浸透化協同研究委員会
・触覚デバイスのためのアクチュエーション技術協同研究
委員会
・第二期知・技の伝承と複合現実型実応用協同研究委員会
・ディジタル信号処理システム最適化技術調査専門委員会
・確率的最適化手法とその周辺技術の適用分野拡大に関す
る技術調査専門委員会

〔D部門〕
・ローカル VPPをめざす分散エネルギー技術調査専門委
員会
・計測・センサ応用による多機能システムの産業応用に関
する調査専門委員会
・G空間情報ソリューションを実現する測位技術調査専門
委員会
・非整備環境におけるセンシングと AI技術調査専門委員会
・すべての人々が安心快適に使用できる支援技術の実現化
調査専門委員会

・パワーコンバータに用いられる受動部品の研究・開発お
よび製作技術協同研究委員会
・鉄道の運転に関する概念と用語の国際比較と標準化検討
調査専門委員会
・内外の都市内鉄道技術の相違と特徴に関する調査専門委
員会
・鉄道車両の ICTに関する調査専門委員会
・移動体エネルギーストレージ＆パワーサプライシステム
調査専門委員会

〔E部門〕
・エレクトロバイオロジー調査専門委員会
・マイクロ・ナノバイオ医療デバイス調査専門委員会
・水センシングに関わる調査専門委員会
・立体構造や柔軟材料への微細加工，実装技術に関する若
手研究者を中心とした調査専門委員会

【継続中の専門委員会】
〔A部門〕
・先進ナノ材料・構造制御と革新的有機デバイス開発・ラ
イフサイエンス応用調査専門委員会
・電気電子・絶縁材料分野における量子化学計算の適用調
査専門委員会
・パワーモジュールの電気絶縁信頼性に関する調査専門委
員会
・適用拡大が進むインバータ駆動回転機の絶縁の現状調査
専門委員会
・電磁界の健康リスク分析調査専門委員会（第二期）
・電子デバイスに対する ESD過渡電磁界の影響評価調査
専門委員会
・IoT時代のシステムと EMC調査専門委員会
・プラズマ材料表面処理技術の動向調査専門委員会
・パルス電界による食品殺菌と加工技術調査専門委員会
・21世紀に於ける電力系統技術調査専門委員会
・高密度エネルギー変換システムのための磁気応用技術調
査専門委員会
・バイオ・医療における磁界・磁性材料の応用研究と産学
官連携調査専門委員会

〔B部門〕
・磁気力を活用した新たな環境技術のフィージビリティと
超電導の役割調査専門委員会
・送電用ケーブルシステムの現状と技術動向調査専門委員会
・風力発電設備の耐雷健全性維持技術と法規制・規格調査
専門委員会
・電力設備等周辺の環境電磁界評価に関する最新動向調査
専門委員会
・一般電気設備における絶縁・EMC設計の解析手法高度
化に関する調査専門委員会
・水力発電所における保守・保全業務の効率化に関する技
術調査専門委員会
・電力系統における給電指令と系統操作調査専門委員会
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・電機・電子製品の環境影響評価手法の国際標準化調査専
門委員会
・沖縄の自立発展を支援するドローン／ロボットシステム
化技術調査専門委員会
・高速道路交通管制における異常事象の情報提供に関する
調査専門委員会
・磁気浮上・磁気支持に関する ICT応用技術調査専門委
員会
・産業用リニアドライブの技術動向調査専門委員会
・工場電気設備調査専門委員会
・産業用電気設備の保全技術調査専門委員会
・上下水道施設における制御技術の変遷と最新動向調査専
門委員会
・放電・静電気に起因する電子機器の故障・誤動作防止調
査専門委員会
・SiCと GaNと共に発展するパワーエレクトロニクスに
おけるシステムインテグレーション技術調査専門委員会
・電力変換装置における実用的な EMC対策技術調査専門
委員会
・移動体用電動力応用システムの要素技術調査専門委員会
〔E部門〕
・ケミカルセンサ IoT技術に関わる調査専門委員会
・スマート社会に向けた高機能・高感度センサ技術に関す
る調査専門委員会

2）研究会

8．標準の制定に関する事項【定款第 4条 3号】

　令和元年度電気規格調査会（以下 JEC）は，電気機械器
具および材料などの標準化に関する事項を調査審議し，電
気分野における標準化活動を通して，広く社会に貢献する
ことを目的として，下記に重点を置き活動を推進した。
　　1．JEC規格等の制定・改正および普及
　　2．国際電気標準会議（IEC）規格に係わる審議
　　3．日本産業規格（JIS）に係わる審議
　　4． 国内外の標準化機関（JISC，日本規格協会ほか）

との協力および連携
　　5．JEC活動の運営改善と活性化の推進
　（注） JEC規格等：JECが定める電気規格調査会標準規

格（JEC規格），電気規格調査会テクニカルレポー
ト（以下 JEC─TR）および電気専門用語集
 JEC：Japanese Electrotechnical Committee
 IEC：International Electrotechnical Commission
 JIS：Japanese Industrial Standards

　令和元年度の活動に際しては，標準化戦略委員会等での
検討をもとに標準化活動・収支改善に向けた取り組みを推
進した。 
　以下，重点項目に沿って主要事項を報告する。
（1）JEC規格の制定・改正および普及

1）JEC規格等の制定・改正［7件］
［制定：5件］
・JEC─5205長幹がいし
・JEC─5206長幹支持がいし
・JEC─5207ラインポストがいし
・ JEC─TR─59004ビル用マルチエアコンによるエネル
ギーサービスに関する国内標準仕様
・ JEC─TR─61010高温下におけるパルス静電応力法に
よる空間電荷分布測定の校正法

［改正：2件］
・JEC─2300交流遮断器
・規格票の様式

NO 研究会名 略号 開催数 発表論文数 資料予約者数
1

Ａ　

部　

門

教育フロンティア FIE 3 27 26
2 電磁界理論 EMT 4 116 55
3 光応用・視覚 LAV 3 21 34
4 計測 I M 5 43 49
5 誘電・絶縁材料 DEI 8 112 91
6 金属・セラミックス M C 2 18 38
7 マグネティックス MAG 15 238 109
8 電気技術史 HEE 3 28 43
9 電磁環境 EMC 5 63 43
10 放電・プラズマ・パルスパワー EPP 5 124 72
　 小計 　 53 790 560
11

Ｂ　

部　

門

静止器 S A 4 97 71
12 開閉保護 S P 2 55 55
13 新エネルギ─・環境 FTE 3 36 65
14 原子力 N E 0 0 23
15 電線・ケ─ブル EWC 3 27 52
16 電力技術 P E 3 168 76
17 高電圧 H V 4 115 74
18 超電導機器 ASC 3 20 35
19 保護リレ─システム PPR 2 29 72
20 電力系統技術 PSE 4 176 65
　 小計 　 28 723 588
21

Ｃ　

部　

門

電子材料 EFM 3 30 33
22 電子デバイス EDD 5 82 49
23 光・量子デバイス OQD 9 58 32
24 電子回路 ECT 7 122 73
25 情報処理 I P 0 0 44
26 通信 CMN 4 82 45
27 情報システム I S 4 67 30
28 医用・生体工学 MBE 2 36 28
29 システム ST 8 69 28
30 制御 CT 12 108 37
31 知覚情報 PI 8 106 19
32 分野横断型新システム創成 CTSI 1 5 15
　 小計 　 63 765 433

NO 研究会名 略号 開催数 発表論文数 資料予約者数
33

Ｄ　

部　

門

半導体電力変換 SPC 7 161 170
34 産業計測制御 IIC 3 21 50
35 メカトロニクス制御 MEC 3 29 42
36 モータドライブ MD 5 121 76
37 回転機 R M 6 153 157
38 リニアドライブ L D 4 113 82
39 家電・民生 HCA 4 61 39
40 自動車 V T 4 40 71
41 ITS ITS 3 37 43
42 交通・電気鉄道 TER 6 87 77
43 ものづくり MZK 2 15 23
44 次世代産業システム IIS 9 68 38
45 スマートファシリティ SMF 5 56 32
46 公共施設 PPE 1 10 25
　 小計 　 62 972 925
47

Ｅ
部
門

ケミカルセンサ CHS 2 27 25
48 マイクロマシン・センサシステム MSS 4 57 44
49 バイオ・マイクロシステム BMS 5 61 20

小計 11 145 89
　 合　　　計 217 3 ,395 2 ,595



17

※ 1
　・Convenor（国際主査）：24名
　　IEC/TC2/WG34（回転機）
　　IEC/TC4/WG30（水車）
　　IEC/TC14/MT60076─3（電力用変圧器）
　　IEC/TC14/MT60076─15（電力用変圧器）
　　IEC/TC15/MT3（固体電気絶縁材料）
　　IEC/TC15/MT16（固体電気絶縁材料）
　　IEC/TC17/WG6（高圧開閉装置および制御装置）
　　IEC/TC17/SC17A/MT62（開閉機器）
　　IEC/TC22/MT3（パワーエレクトロニクス）
　　IEC/TC22/SC22E/WG8（安定化電源装置）
　　 IEC/TC22/SC22F/MT9（送配電システム用パワーエ

レクトロニクス）
　　IEC/TC36/MT17（がいし）
　　IEC/TC68/WG5（磁性合金および磁性鋼）
　　IEC/TC77/SC77B/MT12（電磁両立性高周波現象）
　　 IEC/TC106/JWG12（人体ばく露に関する電界，磁界

及び電磁界の評価方法）
　　 IEC/TC106/MT62226─3─1（人体ばく露に関する電

界，磁界及び電磁界の評価方法）※ 2
　　 IEC/TC106/WG8（人体ばく露に関する電界，磁界及

び電磁界の評価方法）※ 2
　　 IEC/TC106/WG9（人体ばく露に関する電界，磁界及

び電磁界の評価方法）
　　 IEC/TC112/WG2（電気絶縁材料とシステムの評価と

認定）※ 3
　　 IEC/TC112/WG7（電気絶縁材料とシステムの評価と

認定）※ 3
　　 IEC/TC112/WG8（電気絶縁材料とシステムの評価と

認定）
　　IEC/TC120/WG2（電気エネルギー貯蔵システム）
　　IEC/TC122/WG1（UHV交流送電システム）
　　 IEC/TC123/WG2（電力流通設備のアセットマネジメ

ント）※ 1
3）国際会議の日本開催
　IEC/TCのプレナリ，WG/PT/MT等の日本開催：7
会議
・ IEC/TC22/SC22F（送配電システム用パワーエレク
トロニクス）/ahG3
　2019年 4月 4日〜4月 5日　東京
・ IEC/TC115（110 kVを超える高電圧直流送電システ
ム）/JWG11
　2019年 4月 23日〜4月 24日　東京
・ IEC/TC57（電力システム管理及び関連する情報交換）

/WG16
　2019年 5月 21日〜5月 23日　東京
・IEC/TC17/SC17A（開閉機器）/MT62
　2019年 6月 25日　川崎

2）JEC規格等講習会の開催［6回］
・ JEC─TR─59002蓄電池システムによるエネルギーサ
ービスに関する国内標準仕様，59003非常用発電機シ
ステムによるエネルギーサービスに関する国内標準仕
様（5月 16日）

・JEC─5202ブッシング（10月 7日）
・ JEC─TR─59004ビル用マルチエアコンによるエネル
ギーサービスに関する国内標準仕様（12月 11日）

・ JEC─2408インテリジェントパワー半導体モジュール
（1月 17日）
・ JEC─TR─40009可変速揚水発電システム及び可変速
発電電動機（1月 30日）
・電磁両立性に関するトピックスと関連規格（8月 7日）

（2）IEC規格に係わる審議
 　事業維持員，産業界の国際競争力向上のための IEC/
TC，SC国内委員会を通じ JEC活動の国際化を推進し
た。
・IEC国内委員会の担当数：TC：33，SC：13
・ IEC規格の審議状況：令和元年度規格原案国際投票回
答率 100％
　令和元年度規格原案国際投票回答件数　合計：374件
　　 （ 内訳：NP：49，WD：0，CD：89，CDV：56，

FDIS：46，その他：134）
（注記）

TC：Technical Committee，専門委員会
SC：Sub Committee，分科委員会
WG：Working Group，作業グループ
MT：Maintenance Team，メンテナンスチーム
NP：New work item Proposal，新業務項目提案
WD：Working Draft，作業原案
CD：Committee Draft，委員会原案
CDV：Committee Draft for Vote，投票用委員会原案
FDIS： Final Draft International Standard，最終国際規

格案
1）IEC規格への日本規格提案および日本意見の反映の推進
　 　特に，スマートグリッド関連，パワーエレクトロニク
ス関連，UHV送変電関連および電気材料関連等におい
て，IEC規格への日本規格提案および日本意見の反映な
ど活発な国際標準化活動を推進した。

2） IEC規格への日本規格提案や日本意見を優位に導くた
めの IEC国際役員職務の獲得推進

　 　28の要職に就任（3名が兼務のため 25名）（※は兼
任）
　・Chairman（国際議長）：1名
　　IEC/TC77（電磁両立性）
　・Secretary（国際幹事）：3名
　　IEC/TC120（電気エネルギー貯蔵システム）
　　IEC/TC122（UHV交流送電システム）
　　 IEC/TC123（電力流通設備のアセットマネジメント）
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・ IEC/TC120（電気エネルギー貯蔵システム）/WG5PT
　2019年 9月 24日〜 9月 26日　大阪
・ IEC/TC106（人体ばく露に関する電界，磁界及び電
磁界の評価方法）/プレナリ他
　2019年 11月 11日〜11月 15日　東京
・IEC/TC122（UHV交流送電システム）/WG1
　2020年 2月 6日〜2月 7日　金沢

（注記）
WG：Working Group，作業グループ
MT：Maintenance Team，メンテナンスチーム
ahG：adhoc Group，アドホックグループ
JWG：Joint Working Group，合同作業グループ

4）IEC関連国際活動支援の実施
［国際会議出席旅費支援］（1件）
・IEC/TC42/プレナリ他：支援額 27千円
［国際会議日本開催支援］（5会議）
・IEC/TC17/SC17A/MT62：支援額 1千円
・IEC/TC120/WG5PT：支援額：114千円
・IEC/TC106/プレナリ他：支援額：454千円
・IEC/TC122/WG1：支援額 58千円
・IEC/TC112/WG4（中止）：支援額 3千円

（3）JISに係わる審議
　　JIS原案を 3件作成した。
［制定：2件］
・ JIS C61000─3─100電磁両立性─限度値 -2 kHzを超え

9 kHz以下の周波数帯における電流エミッション限度値
・ JIS C61000─6─7電磁両立性─第 6─7部：共通規格─
工業環境における安全関連機能（機能安全）の遂行を
意図した装置に対するイミュニティ要求事項

［改正：1件］
・ JIS C2134固体絶縁材料の保証及び比較トラッキング
指数の測定方法

（4） 国内外の標準化機関（JISC，日本規格協会ほか）と
の協力および連携

1） IEC国際標準化活動に対する各種支援制度および委
託・請負事業の活用

　 　JISC，日本規格協会ほかによる IEC審議団体への各
種支援制度を活用して，円滑な国際標準化活動に寄与
　①国際業務支援制度の活用
　 　 支援額：630千円（国際幹事 TC122，TC123）
　②国際幹事等国際会議派遣事業の活用
　　 支援額：1 ,120千円（のべ 13名）
　③ 省エネルギー等に関する国際標準の獲得・普及推進事

業（省エネルギー等国際標準開発（国際電気標準分
野））に関する受託契約の締結（平成 29年度に 3年間
分獲得）

　　支援額：17 ,098千円（内，旅費支援 44件）
　④ IEC国際会議日本開催支援（APC）制度の活用
・IEC/TC57/WG16：支援額 27千円

・IEC/TC17/SC17A/MT62：支援額 1千円
・IEC/TC120/WG5PT：支援額：33千円
・IEC/TC106/プレナリ他：支援額：175千円
・IEC/TC122/WG1：支援額 23千円

2）他団体の標準化活動への参画
　① 日本電気技術規格委員会（同　運営会議，技術会議含

む）
　②電気用品調査委員会
　③  IEC活動推進会議（APC）（運営委員会，実行委員

会，SMB対応委員会，広報・人材委員会ほか）
　④ 日本産業標準調査会（標準第二部会，電気技術専門委

員会）
　⑤ JIS原案作成委員会
　⑥ スマートコミュニティ・アライアンス（JSCA）国際

標準化WG
　⑦  IEC SyC（スマートエナジー，スマートシティーズ）

国内委員会
（5）JEC活動の運営改善と活性化の推進
　［JEC広報施策］
　・JEC規格の電子出版
　・電気専門用語集Web化
　・ 規格委員総会での JEC功績賞の表彰の記事の掲載働

きかけ（電気新聞，雑誌 OHM，電力時事通信に掲載）
　・ 電気学会会長と電気規格調査会会長の意見交換会を

10月に実施。調査会の課題を共有し，引き続き情報
共有していくことを確認した。

　［感謝状の贈呈］
　・ 委員会活動等への貢献に対する感謝状贈呈および事業

維持員への報告・御礼の実施。（4月：126名，36団
体，10月：129名，40団体）

1）会合数

2） 部会・標準化委員会の新設（標準特別委員会，IEC国
内委員会を除く）

　・なし
3） 部会・標準化委員会の廃止（標準特別委員会，IEC国
内委員会を除く）

　・なし

9．功績の表彰に関する事項【定款第 4条 4号】

（1）電気技術顕彰制度「でんきの礎」の選定
　 　第 13回 5件を選定し，令和 2年 3月 12日付で顕彰
し，顕彰件数は累計 82件となった。

規格委員総会 1回
規格役員会 6回
標準化戦略委員会 6回
表彰委員会 1回
IEC国際活動支援審査委員会 8回
部会 24 回
標準化委員会（標準特別委員会，IEC国内
委員会を含む）

144 回

JIS 原案作成委員会 15 回
合　　計 205 回
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　・第 13回「でんきの礎」顕彰件名

（2）表彰
　 　名誉員，功績賞・業績賞・電気学術振興賞・優秀技術
活動賞・特別活動賞受賞者に賞状・賞牌等を贈呈。
・名誉員

石井彰三（元副会長）
城後　讓（元副会長）

　・令和 2年表彰受賞者
第 58回功績賞（1件）
電気技術の発展と電気学会の活性化・プレゼンス向上に関
する貢献
 山口　博（関東電気保安協会）
第 29回業績賞（4件）
標準化活動の推進による産業界の発展と国際競争力強化へ
の貢献
 大木義路（早稲田大学）
エネルギーマネージメントシステムの進歩に関する学術研
究ならびに電気学会活動への貢献
 泉井良夫（金沢工業大学）
モータドライブ工学の進歩・発展および普及への貢献
 新中新二（神奈川大学）
家電・民生技術委員会（HCA）の発展ならびに学会活動
への貢献
 大森英樹（大阪工業大学）
第 76回電気学術振興賞 進歩賞（6件）
モータステータコア内部の磁束密度計測技術の開発
 前田義隆（豊田中央研究所）
 浦田信也（豊田中央研究所）
 中井英雄（豊田中央研究所）
交流系統に適した大容量自励式直流送電システムの開発・
実用化
 内海貴徳（北海道電力）
 鈴木大地（東芝エネルギーシステムズ）
 新井卓郎（東芝インフラシステムズ）
 柏木航平（東芝三菱電機産業システム）
高周波パルス方式による接地抵抗測定技術の開発
 林　謙治（かんでんエンジニアリング）

カテゴリー 顕彰名称 顕彰先

第
13
回

モノ
こと

回生ブレーキ付き電機子チ
ョッパ制御車両～千代田線
6000 系車両の開発～

東京地下鉄株式会社
三菱電機株式会社
株式会社日立製作所

モノ
人

川原田政太郎とOYKモー
タ（自動同期引込形誘導同
期電動機）

早稲田大学

モノ 大容量 3レベル中性点クラ
ンプインバータ

長岡技術科学大学
株式会社日立製作所
株式会社東芝
三菱電機株式会社
富士電機株式会社
東芝三菱電機産業システム
株式会社

こと
人 中嶋章とスイッチング理論 日本電気株式会社

モノ 方向性電磁鋼板オリエント
コアハイビー 日本製鉄株式会社

 山本和男（中部大学）
低損失・低 dv/dtノイズを実現するサイドウォールゲート
構造を有する IGBTパワーモジュールの開発
 古川智康（日立製作所）
 渡邉　聡（日立製作所）
 竹内悠次郎（日立製作所）
5G基地局用高効率パワーアンプの開発
 山岡敦志（東芝）
 ホーン トーマス（東芝）
 山口恵一（東芝）
電流容量を低減可能なMMC型無効電力補償装置の開発
 灘　香帆（三菱電機）
 菊地　健（三菱電機）
 奥山涼太（東芝三菱電機産業システム）

第 76回電気学術振興賞 論文賞（9件）
ボウ・タイ状水トリーからの電気トリー発生メカニズムの
検討
 片貝昭史（住友電気工業）
 日渡重雄（住友電気工業）
 鈴木　弘（住友電気工業）
CVケーブルの設備形態ごとの劣化様相に関する調査
 川原　徹（電力中央研究所）
 野沢祐介（電力テクノシステムズ）
 髙橋俊裕（電力中央研究所）
SF6アークに暴露される PTFEノズルのアブレーション質
量予測式の提案
 佐藤基宗（三菱電機）
 堀之内克彦（三菱電機）
 檜座秀一（三菱電機）
 中村泰規（三菱電機）
 清水芳則（三菱電機）
 横水康伸（名古屋大学）
配電線雷撃時における配電自動化機器への雷電流分流様相
 石本和之（電力中央研究所）
 原　慎吾（九州電力）
 浅川　聡（電力中央研究所）
 新井伸隆（電力中央研究所）
 森　亮太（電力中央研究所）
ARを用いた配電設備の巡視作業支援システムの開発と評価
 弓部良樹（日立製作所）
 吉村拓真（かんでんエンジニアリング）
 浅野愛治（かんでんエンジニアリング）
 薦田憲久（コーデソリューション）
 藤原　融（大阪大学）
空調制御システムに用いるシミュレーション・モデルの簡
易化
 小坂忠義（日立製作所）
 小柳和彦（日立情報通信エンジニアリング）
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 佐竹保隆（日立情報通信エンジニアリング）
 小林　功
 松平信洋（日立情報通信エンジニアリング）
 影山勝彦（ボッシュ）
 馬場旬平（東京大学）
Power Loss Estimation for Three─Port DC/DC Converter 
for 12 ─V/48 ─V Dual ─Voltage Hybrid Electric Vehicle 
Subsystem
 伊東健一（豊田中央研究所）
 井上俊太郎（豊田中央研究所）
 石垣将紀（豊田中央研究所）
 杉山隆英（豊田中央研究所）
 梅野孝治（豊田中央研究所）
電圧型インバータの PWM方式による分布巻永久磁石同期
モータの振動に関する検討
 原　崇文（日立製作所）
 安島俊幸（日立製作所）
 渡部眞徳（日立製作所）
 星野勝洋（日立オートモティブシステムズ）
超音波診断用 CMUTの積層薄膜構造の検討
 青野宇紀（日立製作所）
 吉村保廣（日立製作所）
 町田俊太郎（日立製作所）
第 76回電気学術振興賞 著作賞（1件）
DC/DCコンバータの基礎から応用まで
 平地克也（舞鶴工業高等専門学校）
第 23回優秀技術活動賞 技術報告賞（9件）
進化するテーラーメイドコンポジット絶縁材料〜絶縁技術
を革新するコンポジット材料創成を目指して〜（技術報告
第 1455号）
　 進化するテーラーメイドコンポジット絶縁材料に関する
調査専門委員会

 代表：田中祀捷（早稲田大学）
ポリマー形避雷器評価技術の進歩と規格改訂の動向（技術
報告第 1392号）
　 ポリマー形避雷器評価技術の進歩と規格改訂の動向調査
専門委員会

 代表：中島昌俊（富士電機）
超電導化に向かう円形加速器（電気学会技術報告第 1461
号）
　超電導化に向かう円形加速器調査専門委員会
 代表：荻津　透（高エネルギー理学研究機構）
電力系統用パワーエレクトロニクス機器の解析・シミュレ
ータ技術（技術報告第 1459号）
　 電力系統用パワーエレクトロニクス機器の解析・シミュ
レータ技術調査専門委員会

 代表：天満耕司（三菱電機）
バイオメディカル・フォトニクス応用技術 3（技術報告第
1438号）

　バイオメディカル・フォトニクス先端技術協同研究委員会
 代表：松浦祐司（東北大学）
シリコンパワーデバイス・パワー ICの更なる進化および
新材料パワーデバイスの進展（技術報告第 1420号）
　 シリコンならびに新材料パワーデバイス・パワー IC技
術調査専門委員会

 代表：岩室憲幸（筑波大学）
発電機励磁系の仕様と特性（技術報告第 1443号）
　発電機励磁系の仕様と特性調査専門委員会
 代表：北内義弘（電力中央研究所）
回転機電磁界解析に関する高度先端技術（技術報告　第
1388号）
 回転機電磁界解析に関する高度先端技術調査専門委員会
 代表：宮田健治（日立製作所）
工場電気設備保全へのプロアクティブ手法の活用（技術報
告第 1424号）
　 工場電気設備におけるプロアクティブ保全技術調査専門
委員会

 代表：西村誠介（横浜国立大学）
第 23回優秀技術活動賞　グループ著作賞（1件）
磁気浮上技術の原理と応用
　磁気浮上技術調査専門委員会
 代表：大橋俊介（関西大学）
第 12回特別活動賞（2件）
2019年電気学会産業応用部門大会の開催と最大規模の参
加者を得ての成功
　2019年電気学会産業応用部門大会実行委員会
 代表：黒川不二雄（長崎総合科学大学）
「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム
の開催を通じた研究活動活性化と他学会および開催地域と
の連携による部門及び電気学会事業プレゼンス向上への貢献
　 「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウ
ム実行委員会

 代表：鈴木博章（筑波大学）
（3） フェロー・上級会員・IEEJプロフェッショナルの認

定者数
　 　フェローについては，今年度 39名を認定し合計 262
名となった。
　 　上級会員については，今年度 70名を認定し，合計

1 ,119名となった。
　 　IEEJプロフェッショナルについては，今年度 15名を
認定し，合計 194名となった。電気学会寄付講義・初中
等教育支援・各種セミナーなどで幅広く活動した。
　・フェロー認定者

姉崎　隆（沖縄工業高等専門学校）
荒井純一（元 工学院大学）

井出一正（日立パワーソリューションズ）
岩松　勝（テス）

江口政樹（デルタ電子）
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大熊康浩（富士電機）
大谷昭仁（日本大学）

岡部成光（科学技術振興機構）
小野　靖（東京大学）
加藤景三（新潟大学）

苅田充二（元　科学技術振興機構）
北内義弘（電力中央研究所）
渋谷義一（芝浦工業大学）
城後　讓（元 中部電力）

田辺　茂（元　津山工業高等専門学校）
田村淳二（北見工業大学）

寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
徳田正満（東京大学）

豊田　充（東芝エネルギーシステムズ）
中島達人（東京都市大学）
永田正義（兵庫県立大学）
馬場吉弘（同志社大学）
匹田政幸（九州工業大学）

福永定夫（元 住友電気工業）
福本　恭（日立製作所）

本間宏也（電力中央研究所）
松木純也（福井大学）

松村年郎（愛知工業大学）
松本　康（富士電機）
水野　勉（信州大学）
宮内　肇（熊本大学）

本山英器（電力中央研究所）
森　啓之（明治大学）
矢部邦明（早稲田大学）

山口　博（関東電気保安協会）
山田　浩（デンソーテン）

山本俊二（国際廃炉研究開発機構）
横水康伸（名古屋大学）
横山　茂（静岡大学）

（4）電気規格調査会表彰
　 　電気規格調査会表彰規程に基づき，電気規格調査会功
績賞の表彰を実施した。

1）功績賞
　榎本健男
　　 JIS C 61800─5─2の制定において，計画通り（2018
年 10月）に原案を提出するために，JIS原案作成委
員会幹事として，意見とりまとめに尽力した。

　　 また内容も，誤解の生じる恐れのある原文に対し日本
語として理解しやすい表現でまとめ，製造業者，使用
者，第三者ともに高い評価を受けており，JIS化は，
産業界にとって大きな貢献があった。また JIS化作業
のなかで議論になった項目は，IEC 61800─5─2エキ
スパートとして，次期改正に反映すべく働きかけを行
っており，日本提案の実現にも大いに貢献した。

　山崎健一
　　 電力設備や家電製品などの電磁界の人体への安全性評

価については社会的にも関心が高く，これらを適切に
評価し，正しく理解することの重要性が認識されてい
る。電磁界の安全性評価の指標として，ICNIRP（国
際非電離放射線防護委員会）指針が 1998年に制定さ
れ，この指針に対応する適合性評価技術の標準化を行
うため，IECに専門委員会 IEC/TC106が設立され，
2000年に活動が開始された。受賞者は，低周波を中
心とした電磁界評価研究の第一人者として活躍すると
同時に，数多くの IEC規格及び JISの整備に貢献し
た。

2）功労賞
　対象なし
（5）学術振興助成
　 ・令和元年大会ならびに研究会における優秀論文発表の
表彰

（6）電気技術学習奨励賞
　 　学術奨励賞の後継として令和元年度に新設した電気技
術学習奨励賞について 21名（11校）に授与した。

10．教育に関する事項【定款第 4条 5号】

（1）技術者教育の着実な推進と体制の整備
　 　電気電子・情報系 CPD協議会と連携調整して進めて
いる「CPD記録管理システム」について，「電気学会
CPD認定技術者の認定制度」の周知に努め，新たに 2
名を認定した。CPD登録会員の増員に取り組み 240名
まで増加した。
　 　また，日本工学教育協会の「工学教育調査研究連合委
員会」は，所期の目的を達成できたものとして，本年度
末をもって活動終了を委員会で決定し，それに伴う本会
からの委員派遣による連携は終了した。設立から終了ま
での 26年間の報告は，日本工学教育協会「工学教育」
誌に記事としてまとめる予定である。

（2）初等・中等・高等教育機関への教育支援

大会ならびに研究会 表彰件数
全国大会 40
Ａ部門大会 3
Ｂ部門大会 6
Ｃ部門大会 6
Ｄ部門大会 8
Ｅ部門大会 4
Ａ部門研究会 14
Ｂ部門研究会 11
Ｃ部門研究会 11
Ｄ部門研究会 14
Ｅ部門研究会 3
電気・情報関係学会北海道支部連合大会 6
電気関係学会東北支部連合大会 9
電気関係学会東海支部連合大会 16
電気関係学会北陸支部連合大会 9
電気関係学会関西連合大会 8
電気 ･情報関連学会中国支部連合大会 8
電気関係学会四国支部連合大会 9
電気関係学会九州支部連合大会 15

合計 200
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　 　初等中等教育理科支援では，IEEJプロフェッショナ
ルと学会組織（電気の知識WG）や会員（電気理科クラ
ブ）との連携協力により，日刊工業新聞社主催の「モノ
づくり体感スタジアム」，東京都小平市津田公民館主催
の「ジュニア講座」，「東京タワー・キッズ環境科学博
士」の工作教室，文部科学省の「こども霞が関見学デ
ー」などの理科教育支援活動が行われた。
　 　また，日本工学会の「科学技術人材育成コンソーシア
ム」に参画し，初等中等教育への科学技術人材育成支援
と社会における技術者の活躍を促進した。
　 　高等教育支援として「電気学会寄付講義」を 23校
（大学 15校，高専 8校）で開講し，教育機関，教員，学
生へのアンケート結果では，高い満足度を確認した。

（3）JABEE認定審査事業の着実な取り組み
　 　JABEE審査事業については，「電気電子及び関連の工
学分野」の審査を円滑に実施した。

（4）技術者倫理の恒常的活動の推進
　 　技術者倫理の普及や教育支援活動として，倫理講演会
（3回／年），研修会（R1.9），特別企画（R1.12）を開
催した。
　 　また，関連学協会との連携として，日本工学会技術倫
理協議会へ参画し，公開シンポジウムを共催した。

11．�国内外の関係学術団体との協力および連携に関す
る事項【定款第 4条 6号】

（1）国際会議開催支援
① ICEE2019香港大会（7月）の準備と開催を支援し盛
会裏に終了。JICEE編修委員会の出版事業を支援。
ICEE2020高松大会の準備を支援。
② ISPSD2019上海大会（5月）の準備と開催を支援し盛
会 裏 に 終 了。ISPSD2020 オ ー ス ト リ ア 大 会 と
ISPSD2021名古屋大会の準備活動を支援。
③ 各部門で実施あるいは実施予定の国際会議開催を支
援。
④ 米国（IEEE），インド（IEI）との協定の再締結作業
を実施。すでに協定を結んでいる韓国（KIEE），中国
（CSEE）等との交流についても必要に応じ，随時審
議を行った。
⑤ 中国電機工程学会（CSEE）年会（11月）にてセッシ
ョンを企画し，中川会長や部門の代表者らが講演を実
施。

（2）部門での国際活動の活性化
① 国際会議に合わせ，各部門が研究会等を海外で円滑に
実施できるよう，計画・実施・報告段階での注意事項
を周知。
② 各部門・支部，他学会の国際活動状況を把握し HPに
て公開。

（3）国際活動の中長期ビジョンの推進
① 国際ステータス向上に向け，ICEEの論文誌である

JICEEの今後の発刊形態を検討。
② IEEEと協定を結ぶ主要 20学会の会合（6月　アトラ
ンタ）へ芹澤委員が参加し交流を促進。
③ 電気学会誌 2月号に国際活動委員会の紹介記事 1件と
関連した特集記事 5件の計 6件を掲載。

・国際会議開催実績一覧表
　 　令和元年度に電気学会主催で開催した国際会議は以下
のとおりである。

（4）助成
　 　国際交流基金および桜井基金を原資とする国際交流活
動に対する助成を次のとおり行った。
①外国研究者の招聘助成
　令和元年度実績なし。
②国際会議への出席助成

国際会議名 開催場所・期間 開催概要
The International 
Council on Electrical 
Engineering 
Conference 2019
（ICEE2019）（日本，
韓国，中国，香港の各
学会との共催）

The Hong Kong 
Polytechnic Univ.（香
港
2019 .7 . 2〜6

発表件数：254 件
（内，日本から 112 件）
大会参加者数：454 名
（内，日本から 158 名）

年度 出席者 会合名 開催地 助成額
（千円）

R1上 鈴木　樹
（信州大学大学
院）

The 12 th IEEE 
International Sympo-
sium on Linear Drives 
for Industry Applica-
tions（2019 .7 . 1─3, 
Switzerland）

スイス 200

R1 上 宮崎麻琴
（近畿大学大学
院）

2019 Conference on 
Lasers and Electro─
Optics/Europe and 
European Quantum 
Electronics Confer-
ence
（2019 .6 . 23─27, 
Germany）

ドイツ 200

R1 上 板坂年希
（福島工業高等
専門学校）

The 12 th IEEE 
International Sympo-
sium on Linear Drives 
for Industry Applica-
tions
（2019 .7 . 1─3, Switzer-
land）

スイス 200

R1 上 荒岡信隆
（福岡大学）

21 st International 
Symposium on High 
Voltage Engineering
（2019 .8 . 26─30, 
Hungary）

ハンガリー 200

R1 下 阿野漱太
（名古屋工業大
学大学院）

45 th Annual Confer-
ence of the IEEE 
Industrial Electronics 
Society（2019 .10 . 14─
17, Portugal）

ポルトガル 106

R1 下 兒玉憲彦
（豊橋技術科学
大学大学院）

2019 IEEE Confer-
ence on Electrical 
Insulation and 
Dielectric Phenomena
（2019 .10 . 20─23, 
America）

アメリカ 79 .5

R1 下 任　振威
（東京都市大学
大学院）

72nd Gaseous 
Electronics Confer-
ence（2019 .10 . 28─
11 .1, America）

アメリカ 79 .5



23

③桜井基金による海外派遣
　令和元年度　実績なし

（5）広範な学会活動の推進
　 　電気・情報関連学会連絡協議会（電気学会，電子情報
通信学会，情報処理学会，照明学会，映像情報メディア
学会の総務企画担当役員・事務局代表，年 2回）および
日本工学会の事務研究会（年 11回）に参画し，会員数
増加や財務の改善，法人運営，刊行物の電子化，情報発
信，事務局運営などについて幅広く情報交換を行った。
　 　また，日本学術会議の理学・工学系学協会連絡協議会
への参画や，日本機械学会，電子情報通信学会との会長
懇談会を通じて，分野横断的工学連携について意見交換
を行った。
　 　日本技術士会とは 2カ月に 1回の定例会を行い，CPD
（継続研鑽）プログラム相互活用の活発化を図り，イベ
ントの相互参加人数が増加した。
　 　また，日本工学会の「技術倫理協議会」，「科学技術人
材育成コンソーシアム」，「CPD連絡協議会」に，議長，
代表等の立場で積極的に参画し，プレゼンスの向上，情
報交換と連携強化に務めた。

12．その他法人運営等に関する事項

（1） 会長スローガン「知の連携」と「広報」に基づく実施
事項

　① 全国大会参加者に対して A〜Eの各部門長が自らの部
門のアピールを行うため，全国大会プログラムへ部門
長自ら「連携への想い」，「部門 PR」，「部門活動への
参加勧誘」を趣旨とする執筆を行い，HPに掲載を行
った。

　② 電子情報通信学会との連携においては，役員懇談会等
を通じて連携活動を模索した。その結果，双方の年次

大会において「社会インフラのレジリエンス」をテー
マとしてシンポジウムを開催し，相互に講演者を交流
することが決定した。残念ながら新型コロナウイルス
の影響で中止となった。

　③ 日本機械学会との連携においては，先方学会誌 2020
年 1月号特集記事「プロフェッショナルとしての技術
者」に，2名の執筆協力を実施した。また，電気学会
全国大会における技術者教育委員会の連携シンポジウ
ムを企画したが，これも中止となった。

　④  ICEE2019香港大会（7月）においては，川上 D部門
長によるキーノートスピーチ，中川会長による
ICEE2020高松への引継ぎを行った。

　⑤ 海外学会 CSEE（中国電機工程学会）との連携におい
ては，11月に行われた CSEEの年会に中川会長が出
席し，祝辞を述べた他，“2019 CSEE─ IEEJ Joint 
Session on New Materials andIntelligent Electrical 
Equipment” と題した技術セッションを実施し交流を
深めた。

　⑥ 長年未締結であった IEEEとのMOUを締結した。
　⑦ 電気工学・電気技術が社会的価値を創出するための電

気学会と社会との連携を行う「社会連携委員会」を総
務会議下に設置し，活動を開始した。

　⑧ 平成 30年度の本部 HPに引続き，令和元年度は戦略
的事業予算を一部活用し，支部・部門・電気規格調査
会・英語の HPのリニューアルを実施した。

（2）新進会員活動委員会
　① 電気学会内の各団体が実施するイベント広報支援ツー
ルを，戦略的事業予算を活用し制作し，運用を開始した。

　② 映画「エジソンズ・ゲーム」を電気学会として後援す
る等の活動を実施した。

 以上

付録　令和元年度末事業維持員一覧（50音順）

REJ，IHI，愛工大興，アイコクアルファ，愛知金属工業，
愛知製鋼，愛知電機，秋田県公営企業課，旭化成延岡動力
部，旭化成水島製造所，安治川鉄工，アルトナー，イーム
ル工業，池上通信機，イシメックス，伊藤忠テクノソリュ
ーションズ，茨城電設，イビデン，岩崎通信機，イワブ
チ，宇都宮電機製作所，宇部興産，エクォス・リサーチ，
SWTS Pte Ltd，エナジーサポート，NTTファシリティー
ズ，エネゲート，エネルギア・コミュニケーションズ，エ
ネルギー総合工学研究所，荏原製作所，愛媛県公営企業管
理局，エムアールジャパン，大井電気，大阪ガス，大崎電
気工業，大林組，オーム社，沖縄電気保安協会，沖縄電
力，オクトーバー・スカイ，音羽電機工業，オリエンタル
モーター，オリジン電気，オリンパス，開発電子技術，岳
南建設，カシオ計算機，カネカ，川北電気工業，川崎重工
業，関西電気保安協会，関西電力，関電工，関東電気保安

R1下 吉田悟志
（九州工業大学
大学院）

The 23rd Internation-
al Conference on 
Miniaturized Systems 
for Chemistry and 
Life Science
（2019 .10 . 27─31, 
Switzerland）

スイス 106

R1 下 李　絮元
（首都大学東京
大学院）

2019 IEEE Interna-
tional Conference on 
Systems, Man, and 
Cybernetics
（2019 .10 . 6─9, Italy）

イタリア 106

R1 下 青木里穂
（群馬大学大学
院）

2019 13 th IEEE 
International Confer-
ence on ASIC
（2019 .10 . 28─11 .3, 
China）

中国 53

R1 下 祖父江衛
（東京大学大学
院）

45 th Annual Confer-
ence of the IEEE 
Industrial Electronics 
Society（2019 .10 . 14─
17, Portugal）

ポルトガル 106

R1 下 山本航太
（名古屋工業大
学大学院）

2019 IEEE Energy 
Conversion Congress 
and Exposition
（2019 .9 . 29─10 .3, 
America）

アメリカ 79 .5
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協会，北九州エル・エヌ・ジー，北芝電機，北日本電線，
君津共同火力，九州電気保安協会，九州電力，九州旅客鉄
道，九電工，九電テクノシステムズ，キューヘン，京三製
作所，近畿日本鉄道，きんでん，金邦電気，クラレ，栗田
工業，栗原工業，栗本鐵工所，京王電鉄，京成電鉄，京阪
電気鉄道，京浜急行電鉄，原子力発電訓練センター，コイ
ト電工，工機ホールディングス，高速道路総合技術研究
所，弘電社，香蘭社，コーセル，コットレル工業，小松製
作所，五洋建設，コロナ社，さいでん，相模鉄道，サク
サ，佐藤建設工業，三英社製作所，三英電業，サンケン電
気，サンコーシヤ，三社電機製作所，サンテック，三美印
刷，山洋電気，山陽電気鉄道，GSユアサ，CKD日機電
装，シーテック，シーメンス，JR東日本情報システム，
ジェイアール西日本コンサルタンツ，JNC，JFEスチー
ル，JFEプラントエンジ，ジェイテクト，JPハイテック，
JPビジネスサービス，ジェイファスト，滋賀県工業技術
総合センター，四国計測工業，四国総合研究所，四国電気
保安協会，四国電力，四国旅客鉄道，指月電機製作所，芝
浦メカトロニクス，四変テック，島津製作所，清水建設，
首都高速道路，ショウエイ，昭電，昭和電業，昭和電工，
昭和電線ケーブルシステム，信越エンジニアリング，新京
成電鉄，シンデン，新電元工業，シンフォニアテクノロジ
ー，スタンレー電気，SUBARU，スマートエナジー研究
所，住重プラントエンジニアリング，住電機器システム，
住友化学，住友共同電力，住友精化，住友電気工業，住友
電工ウインテック，スリーエム ジャパン，正興電機製作
所，西武鉄道，西部電機，ゼネラルエンジニアリング，全
国電気管理技術者協会連合会，ソニー，大気社，ダイキン
工業，タイコエレクトロニクスジャパン，大成建設，大
電，大同信号，太平電業，ダイヘン，泰和電気工業，タツ
タ電線，谷川電機製作所，玉川製作所，タムラ製作所，中
央製作所，中外炉工業，中興電機，中國計器工業，中国電
機製造，中国電気保安協会，中国電力，中電技術コンサル
タント，中電工，中電シーティーアイ，中電プラント，中
部精機，中部電気保安協会，中部電力，千代田化工建設，
通研電気工業，津田電線，TLC，TDM，帝人，TDK，鉄
道建設・運輸施設整備支援機構，鉄道総合技術研究所，テ
プコシステムズ，テラバイト，電気安全環境研究所，電気
技術開発，電気興業，電気書院，電機精工社，電源開発，
デンソー，テンパール工業，電洋社，電力計算センター，
電力時事通信社，電力中央研究所，電力テクノシステム
ズ，東海高熱工業，東海コンクリート工業，東海旅客鉄
道，東京エネシス，東京ガス，東京急行電鉄，東京製綱イ
ンターナショナル，東京地下鉄，東京電設サービス，東京
電力ホールディングス，東京都下水道局，東京都交通局，
東京都立産業技術研究センター，東京発電，東京変圧器，
東光高岳，東光電気工事，東芝，東芝 ITコントロールシ
ステム，東芝インフラシステムズ，東芝システムテクノロ
ジー，東芝プラントシステム，東芝三菱電機産業システ

ム，東神電気，東ソー，東電設計，東電同窓電気，東燃化
学，東配工，東武鉄道，東邦電気，東北計器工業，東北電
機製造，東北電気保安協会，東北電力，東北発電工業，東
北ポール，東洋エンジニアリング，東洋鋼鈑，東洋システ
ム，東洋電機製造，東レ，トーエネック，トーキン，戸上
電機製作所，徳島県企業局，徳島県立工業技術センター，
トクデン，戸田工業，栃木県電気工事，特許庁，富山共同
自家発電，トヨタ自動車，豊田中央研究所，中日本高速道
路，ナカヨ，名古屋鉄道，那須電機鉄工，七星科学研究
所，南海電気鉄道，西日本高速道路，西日本高速道路エン
ジニアリング中国，西日本電線，西日本プラント工業，西
日本旅客鉄道，ニシム電子工業，日刊工業新聞社，日産自
動車，日新製鋼，日新電機，日新電機商事，ニッタン，日
鉄テックスエンジ，日東工業，日東電工，日本エヌ・ユ
ー・エス，日本エレクトロヒートセンター，日本オーチ
ス・エレベータ，日本ガイシ，日本ガイシ研究開発本部，
日本カタン，日本貨物鉄道，日本軽金属，日本計測器製造
所，日本下水道事業団，日本原子力研究開発機構，日本原
子力発電，日本高圧電気，日本工営，日本鋼構造協会，日
本信号，日本精工，日本製鋼所，日本製紙，日本製鉄，日
本たばこ，日本テクノ，日本鉄道電気設計，日本電気，日
本電気協会，日本電気計器検定所，日本電機工業会，日本
電信電話，日本電設工業協会，日本電設工業，日本ネット
ワークサポート，日本美的，日本放送協会放送技術研究
所，日本無線，ネクスコ・エンジニアリング新潟，ネクス
コ東日本エンジニアリング，能美防災，ハイデンハイン，
長谷川電機工業，パナソニック，パナソニックエコソリュ
ーションズ社，阪急電鉄，阪神電気鉄道，東日本高速道
路，東日本旅客鉄道，日立金属，日立金属機能部材研究
所，日立国際電気，日立産機システム，日立製作所，日立
造船，日立パワーソリューションズ，日立三菱水力，ファ
ナック，フジクラ，富士通，富士電機，不二電機工業，富
士・フォイトハイドロ，古河電気工業，ペガサスソフトウ
ェア，ホーチキ，北電テクノサービス，北陸計器工業，北
陸電気工事，北陸電機製造，北陸電気保安協会，北陸電
力，北陸発電工事，北海電気工事，北海道電気保安協会，
北海道電力，北海道旅客鉄道，本州四国連絡高速道路，本
田技術研究所，マキタ，マクセルイズミ，三井化学，三菱
ケミカル，三菱電機，三菱電機電力システム製作所，三菱
電機エンジニアリング，三菱電機コントロールソフトウェ
ア，三菱電機特機システム，三菱電機プラントエンジニア
リング，三菱電機ホーム機器，三菱日立パワーシステム
ズ，美和電気，明電舎，明和製作所，森永乳業，矢崎エナ
ジーシステム，安川電機，山形県企業局，山梨県企業局，
ヤマハ発動機，山本電機製作所，ユアテック，ユーラスエ
ナジーホールディングス，四電エナジーサービス，四電エ
ンジニアリング，四電技術コンサルタント，リコー，量子
科学技術研究開発機構，菱電エレベータ施設，菱電商事，
レーザーシステム，和歌山共同火力，渡辺電機製作所
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令和元年度決算報告

（1）貸借対照表

財務諸表等
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（2）正味財産増減計算書
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（3）財務諸表に対する注記
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（4）附属明細書
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公益目的収支差額

公益目的支出の額

実施事業収入の額

公益目的財産残額

【公益目的支出計画の状況】

1,076,065,403円 1,229,789,032円

542,556,050円

688,294,867円

604,613,821円

524,134,079円

930,326,586円

540,357,534円

386,633,905円

公益目的支出計画の
完了予定事業年度の末日

540,357,534円

386,633,905円

388,832,421円

788,875,392円２．当該事業年度の公益目的収支差額（①＋②－③）

688,294,867円①前事業年度末日の公益目的収支差額

528,636,341円②当該事業年度の公益目的支出の額

計画作成時点の見込みに比べ，継１（研究発表会）・継２（会誌）における公益目的支出の額並びに実施事
業収入の額が見込みを上回ったこと，及び継３（研究調査）の公益目的支出の額並びに実施事業収入の額が
見込みを下回ったことなどにより，当該事業年度末日の公益目的収支差額が計画における見込み額を下回っ
たものである。なお，公益目的支出計画の実施期間があと3年間である一方，公益目的収支差額が計画を
440,913,640円下回っているため，毎年の進捗状況を正確に確認しながら，計画の最終年度前に公益目的支
出計画の延長準備を整えて申請を行うものとする。

計画 実績 計画

1,618,621,453円

当該事業年度

実績

1,618,621,453円 1,618,621,453円

令和5年3月31日①．計画上の完了見込み

公益目的財産額

前事業年度

計画

②．①より早まる見込みの場合

   【令和　　元　　年度（　　平成31年4月1日　　から　　令和2年3月31日　まで）の概要】

1,618,621,453円１．公益目的財産額

428,055,816円③当該事業年度の実施事業収入の額

829,746,061円３．当該事業年度末日の公益目的財産残額

４．２の欄に記載した額が計画に記載した見込み額と異なる場合、その概要及び理由

翌事業年度

1,618,621,453円

788,875,392円

829,746,061円

1,618,621,453円

1,383,512,661円

540,357,534円

386,633,905円

235,108,792円

528,636,341円

428,055,816円

公益目的支出計画実施報告書
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（2）収支計算書
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まえがき
　電気学会は，1888 年に創設された学者・技術者で構成
される会員組織の学術法人である。すでに 1世紀以上の歴
史を有する伝統ある学会である一方，たえず革新を求め事
業活動の活性化につとめてきた。
　電気学術の習得に情熱を傾けている勉学の徒から，大
学・企業の第一線で研究活動・技術開発に発明・発見に
赫々たる成果を挙げている研究者・技術者にいたるまで，
幅広い層の方々の参加・支援を得ている。
　1991（平成 3）年からは，組織体制を刷新し部門制を採
用した。これは，電気学術の全分野を専門領域に分け，学
会トータルの場での活動とともに，それぞれの専門分野で
一層細かな活躍ができるようにしたものである。電気学術
は，かつての電気工学でイメージされていた範囲を時代と
ともに拡大し，エレクトロニクス，情報，エネルギー，環
境等々にかかわる広範多岐なものとなってきている。時代
の変遷・進展にあわせ，また，国際的視野に立って，電気
学術全般の研究・調査活動やその成果の発表を通じ，社会
に貢献していく。
　2014（平成 26）年には，2つの行動目標および重点的に
行うべき 4つの活動を「電気学会グランドデザイン」＊とし
て定め，これに沿って事業を進めている。
　本年度も引き続き，これまでの活動との一貫性を重視
し，更に深化し，以下の連携で生み出す社会的価値の創出
に向け，取り組みを推し進める。

1．会員に関する事項【定款第 3章】
（1）令和 2年度の会員数は，下表のように想定する。
（2）会員制度の充実と会員増加策

2．役員等に関する事項【定款第 3，5章】
　アンダーラインで令和 2年度改選された方を示す。
（1）令和 2年度本部役員
　　理　　事：斉藤史郎（東　芝）

　（１）�持続的社会の実現に貢献する技術革新：各部門の
学問や技術の深化に加え，部門間を跨る連携によ
るイノベーションの芽や新技術にも目配りできる
学会を目指す。

　（２）�他学会との連携による価値創出：①将来の学問や
技術，イノベーションの担い手の輩出，②学会間
の融合領域での技術革新の醸成，③社会事象（自
然災害や事故等）に対する技術課題や社会への情
報発信，などで他学会との連携を深める。

　（３）�社会との連携と知識の共有活動：社会一般の方々
と “電気の基礎知識” だけでなく，“未来を切り開
いていく新技術”の知識も積極的に共有していく。

＊電気学会グランドデザイン
　【行動目標】「会員に魅力ある場を提供する」
　　　　　 　�「豊かで安心安全な社会，持続的発展が可能

な社会の実現に貢献する」
　【重点的に行うべき 4つの活動】
　　　　　　 「電気学術の発展と国際化への貢献」
　　　　　　 �「科学技術を担う多様な人材の創出，育成，

活躍の促進」
　　　　　　 「標準化・規格化による戦略的活動と提言」
　　　　　　 �「社会への情報発信と認知（プレゼンス）の

向上」
　なお，本年度事業については新型コロナウイルスによる
影響を見極めながら推進する。

　　　 同 　：大崎博之（東京大学）
　　　 同 　：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：藤岡直人（関西電力送配電）
　　　 同 　：大石　潔（長岡技術科学大学）

一般社団法人　電気学会

令和 2年度　事業計画
（自令和 2年 4月 1日〜至令和 3年 3月 31 日）

種別
項目

名誉員
正　員 准員 学生員 計 事業維持員

令 和 元 年 度 末 会 員 数 17 ,586 270 2 ,365 20 ,221 387 社（2,483 口）
入 会 ・ 復 会 予 定 795 17 1 ,420 2 ,232   21 社（   22 口）
資 格 変 更 940 149 －867 222 ─　 　　─
退 会 予 測 －1,940 －149 －468 －2 ,557 －16 社（ －17 口）
増 減 －205 17 85 －103 5 社（　　5口）
令和 2 年度末会員数（推定） 17 ,381 287 2 ,450 20 ,118 393 社（2,490 口）

　継続して個人会員・事業維持員の会員増員・退会防止策
を展開する。
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　　　 同 　：本山英器（電力中央研究所）
　　広報・国際化担当：伊藤孝充（明電舎）
　　　 同 　：牧野芳範（電源開発）
　　SNS プロモーション担当：飯岡大輔（東北大学）
　　監　　事：松下義尚（関西電力）
　　　 同 　：緒方隆雄（東京ガス）
　C部門
　　部 門 長：森　一之（三菱電機）
　　副部門長：福見　稔（徳島大学）
　　　 同 　：馬場賢二（東芝インフラシステムズ）
　　総務企画担当：内山宏樹（日立製作所）
　　　 同 　：河野弘樹（中部電力）
　　会計担当：土肥義康（富士通研究所）
　　　 同 　：井上武志（日本電気）
　　編修担当：鈴木昌和（東海大学）
　　　 同 　：坂上聡子（三菱電機）
　　研究調査担当：佐々木清吾（防衛大学校）
　　　 同 　：横川勝也（東芝インフラシステムズ）
　　広報・情報化担当：佐藤広生（東京工業大学）
　　　 同 　：渡部勇介（明電舎）
　　国際化担当：八木　透（東京工業大学）
　　　 同 　：遊佐博幸（電力中央研究所）
　　監　　事：田中慶太（東京電機大学）
　　　 同 　：飯坂達也（富士電機）
　D部門
　　部 門 長：村上俊之（慶應義塾大学）
　　和文論文誌編修長：星　伸一（東京理科大学）
　　英文論文誌編修長：横山智紀（東京電機大学）
　　副部門長：小坂　卓（名古屋工業大学）
　　　 同 　：榎本裕治（日立製作所）
　　総務企画担当：林屋　均（東日本旅客鉄道）
　　　 同 　：伊東淳一（長岡技術科学大学）
　　会計担当：貝塚正明（本田技術研究所）
　　　 同 　：南方英明（千葉工業大学）
　　編修広報担当：岩路善尚（茨城大学）
　　　 同 　：塚越昌彦（東芝三菱電機産業システム）
　　研究調査担当：和田圭二（東京都立大学）
　　　 同 　：鳥羽章夫（富士電機）
　　国際担当委員長：赤津　観（芝浦工業大学）
　　国際担当副委員長：近藤圭一郎（早稲田大学）
　　監　　事：藤本博志（東京大学）
　　　 同 　：浦壁隆浩（三菱電機）
　E部門
　　部 門 長：澤田和明（豊橋技術科学大学）
　　副部門長：安部　隆（新潟大学）
　　　 同 　：小西　聡（立命館大学）
　　総務企画担当：長谷川有貴（埼玉大学）
　　　 同 　：野田俊彦（豊橋技術科学大学）
　　会計担当：青野宇紀（日立製作所）

　　　 同 　：大穀晃裕（三菱電機）
　　　 同 　：大森隆宏（日立製作所）
　　　 同 　：瀬戸晴彦（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：花﨑　泉（東京電機大学）
　　　 同 　：道下幸志（静岡大学）
　　専務理事：藤原　昇（電気学会）
　　部門担当理事（A部門）：山崎孝則（住友電気工業）
　　部門担当理事（B部門）：蘆立修一（東京電力ホールディングス）
　　部門担当理事（C部門）：森　一之（三菱電機）
　　部門担当理事（D部門）：村上俊之（慶應義塾大学）
　　部門担当理事（E部門）：澤田和明（豊橋技術科学大学）
　　支部担当理事（北海道）：北　裕幸（北海道大学）
　　支部担当理事（東北）：春浪隆夫（東北電力ネットワーク）
　　支部担当理事（東京）：林　泰弘（早稲田大学）
　　支部担当理事（東海）：小道浩也（中部電力パワーグリッド）
　　支部担当理事（北陸）：水野弘一（北陸電力送配電）
　　支部担当理事（関西）：尾﨑雅則（大阪大学）
　　支部担当理事（中国）：餘利野直人（広島大学）
　　支部担当理事（四国）：門脇一則（愛媛大学）
　　支部担当理事（九州）：末廣純也（九州大学）
　　監　　事：小野利喜（九電テクノシステムズ）
　　　 同 　：弘津研一（住友電気工業）
（2）令和 2年度部門役員
　A部門
　　部 門 長：山崎孝則（住友電気工業）
　　編 修 長：永田正義（兵庫県立大学）
　　副部門長：加藤景三（新潟大学）
　　　 同 　：岡本健次（富士電機）
　　総務企画担当：岡本徹志（東芝インフラシステムズ）
　　　 同 　：彦坂知行（富士電機）
　　会計担当：遠藤　久（日立製作所）
　　　 同 　：山本　陽（明電舎）
　　編修担当：間中孝彰（東京工業大学）
　　　 同 　：曽根原誠（信州大学）
　　研究調査担当：加藤剛志（名古屋大学）
　　　 同 　：栗原隆史（電力中央研究所）
　　監　　事：岡本達希（関東学院大学）
　　　 同 　：福間眞澄（松江工業高等専門学校）
　B部門
　　部 門 長：蘆立修一（東京電力ホールディングス）
　　副部門長：石亀篤司（大阪府立大学）
　　　 同 　：馬場吉弘（同志社大学）
　　総務企画担当：松田紀彦（日立製作所）
　　　 同 　：千切健史（東芝エネルギーシステムズ）
　　会計担当：高木　浩（三菱電機）
　　　 同 　：桑原　真（中部電力）
　　編修担当：岩田幹正（電力中央研究所）
　　　 同 　：渡辺雅浩（日立製作所）
　　研究調査担当：上蔀誠二（富士電機）
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　　総務企画幹事：小林武則（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：饗場　潔（東京電力パワーグリッド）
　　会計幹事：福水正隆（日立製作所）
　　　 同 　：田辺隆也（電力中央研究所）
　　協 議 員：相川慎也（工学院大学）
　　　 同 　：井上秀幸（日本電気）
　　　 同 　：浦野昌一（明治大学）
　　　 同 　：沖野晃俊（東京工業大学）
　　　 同 　：△金子裕良（埼玉大学）
　　　 同 　：栗原隆史（電力中央研究所）
　　　 同 　：△江　偉華（長岡技術科学大学）
　　　 同 　：佐伯憲一（日本製鉄）
　　　 同 　：△佐久間洋志（宇都宮大学）
　　　 同 　：島岡一博（産業技術総合研究所）
　　　 同 　：△高野明夫（沼津工業高等専門学校）
　　　 同 　：舘　秀世（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：△辻　隆男（横浜国立大学）
　　　 同 　：原　徳幸（明電舎）
　　　 同 　：藤本康孝（横浜国立大学）
　　　 同 　：宮武昌史（上智大学）
　　　 同 　：△矢野浩司（山梨大学）
　　　 同 　：山本貴光（鉄道総合技術研究所）
　　　 同 　：△脇本隆之（千葉工業大学）
　　　 同 　：五十嵐洋（東京電機大学）
　　　 同 　：石河範明（富士電機）
　　　 同 　：大木義路（早稲田大学）
　　　 同 　：岡田弘志（日立製作所）
　　　 同 　：小川文彦（日立製作所）
　　　 同 　：桑畑周司（東海大学）
　　　 同 　：近藤俊介（電源開発）
　　　 同 　：鈴木憲吏（東京都市大学）
　　　 同 　：坪井敏宏（東京電力ホールディングス）
　　　 同 　：直井伸也（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：△橋本誠司（群馬大学）
　　　 同 　：馬場旬平（東京大学）
　　　 同 　：堀　豊貴（昭和電線ケーブルシステム）
　　　 同 　：松澤　勝（三菱電機）
　　　 同 　：満倉靖恵（慶應義塾大学）
　　　 同 　：△柳平丈志（茨城大学）
　　監　　事：黒瀬　健（三菱電機）
　　　 同 　：市川路晴（電力中央研究所）
　東海支部
　　支 部 長：小道浩也（中部電力パワーグリッド）
　　総務企画幹事：吉山総志（中部電力パワーグリッド）
　　　 同 　：加藤丈佳（名古屋大学）
　　会計幹事：雪田和人（愛知工業大学）
　　　 同 　：佐藤徳孝（名古屋工業大学）
　　協 議 員：有賀信雄（シンフォニアテクノロジー）
　　　 同 　：梅野孝治（豊田中央研究所）

　　　 同 　：山下　馨（京都工芸繊維大学）
　　編修担当：河野剛士（豊橋技術科学大学）
　　　 同 　：安藤妙子（立命館大学）
　　研究調査担当：工藤寛之（明治大学）
　　　 同 　：磯部良彦（デンソー）
　　監　　事：年吉　洋（東京大学）
　　　 同 　：石河範明（富士電機）
（3）令和 2年度支部役員
　△印は支所長を示す
　北海道支部
　　支 部 長：北　裕幸（北海道大学）
　　総務企画幹事：渡辺浩太（室蘭工業大学）
　　　 同 　：長谷川博一（北海道電力ネットワーク）
　　会計幹事：折川幸司（北海道大学）
　　　 同 　：吉田隆彦（北海道電力ネットワーク）
　　協 議 員：片山幸一（北海道電力ネットワーク）
　　　 同 　：高橋理音（北見工業大学）
　　　 同 　：成瀬隆是（日本製鉄）
　　　 同 　：原　亮一（北海道大学）
　　　 同 　：赤塚元軌（苫小牧工業高等専門学校）
　　　 同 　：井口　傑（旭川工業高等専門学校）
　　　 同 　：一戸昌則（北海道科学大学）
　　　 同 　：川口秀樹（室蘭工業大学）
　　　 同 　：佐藤仁樹（公立はこだて未来大学）
　　　 同 　：土田徳造（北海道旅客鉄道）
　　監　　事：小林孝一（北海道大学）
　東北支部
　　支 部 長：春浪隆夫（東北電力ネットワーク）
　　総務企画幹事：千田卓二（東北電力）
　　　 同 　：遠藤　恭（東北大学）
　　会計幹事：加納剛史（東北大学）
　　　 同 　：二上貴文（東北電力ネットワーク）
　　協 議 員：加藤　洋（東日本旅客鉄道）
　　　 同 　：佐藤文博（東北学院大学）
　　　 同 　：田倉哲也（東北工業大学）
　　　 同 　：△花田一磨（八戸工業大学）
　　　 同 　：△三浦　武（秋田大学）
　　　 同 　：△南谷靖史（山形大学）
　　　 同 　：守山　寛（ユアテック）
　　　 同 　：大場　譲（仙台高等専門学校）
　　　 同 　：小澤哲也（東北学院大学）
　　　 同 　：工藤英明（東北電力ネットワーク）
　　　 同 　：△高橋克幸（岩手大学）
　　　 同 　：粒来　修（東北電力）
　　　 同 　：△道山哲幸（日本大学）
　　　 同 　：薮上　信（東北大学）
　　監　　事：家名田敏昭（東北文化学園大学）
　東京支部
　　支 部 長：林　泰弘（早稲田大学）
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　　　 同 　：高間康弘（関西電力）
　　　 同 　：田中　剛（ダイヘン）
　　　 同 　：西野憲一郎（西日本旅客鉄道）
　　　 同 　：松尾浩之（富士電機）
　　　 同 　：吉岡理文（大阪府立大学）
　　　 同 　：米森秀登（神戸大学）
　　　 同 　：上田晃司（三菱電機）
　　　 同 　：岡　好浩（兵庫県立大学）
　　　 同 　：久保幸弘（立命館大学）
　　　 同 　：塩川明実（パナソニック）
　　　 同 　：眞銅雅子（大阪工業大学）
　　　 同 　：津山美穂（近畿大学）
　　　 同 　：美舩　健（京都大学）
　　　 同 　：村田義直（住友電気工業）
　　監　　事：坂口恭生（住友電気工業）
　　　 同 　：皆川忠郎（三菱電機）
　中国支部
　　支 部 長：餘利野直人（広島大学）
　　総務企画幹事：勝部耕次（中国電力ネットワーク）
　　　 同 　：造賀芳文（広島大学）
　　会計幹事：間屋口信博（中電工）
　　　 同 　：小野　進（中国電力ネットワーク）
　　協 議 員：髙橋明子（岡山大学）
　　　 同 　：廿日出好（近畿大学）
　　　 同 　：丸谷祐司（JFEスチール）
　　　 同 　：吉田義昭（広島工業大学）
　　　 同 　：麻原寛之（岡山理科大学）
　　　 同 　：今尾浩也（松江工業高等専門学校）
　　　 同 　：井本哲也（中国電機製造）
　　　 同 　：大木　誠（鳥取大学）
　　　 同 　：重國知之（東ソー）
　　　 同 　：日髙良和（宇部工業高等専門学校）
　　　 同 　：脇谷　伸（広島大学）
　　監　　事：岡村幸壽（中電技術コンサルタント）
　四国支部
　　支 部 長：門脇一則（愛媛大学）
　　総務企画幹事：田中達治（阿南工業高等専門学校）
　　　 同 　：尾崎良太郎（愛媛大学）
　　会計幹事：木村優也（住友共同電力）
　　　 同 　：井堀春生（愛媛大学）
　　協 議 員：石橋次郎（四国電力）
　　　 同 　：高尾英邦（香川大学）
　　　 同 　：寺西研二（徳島大学）
　　　 同 　：八田章光（高知工科大学）
　　　 同 　：松木寿夫（三菱電機）
　　　 同 　：本村英樹（愛媛大学）
　　　 同 　：加藤直亮（住友共同電力）
　　　 同 　：菅　史夫（四国総合研究所）
　　　 同 　：鈴木浩司（徳島大学）

　　　 同 　：下廣大輔（中部電力）
　　　 同 　：曽根原誠（信州大学）
　　　 同 　：滝川浩史（豊橋技術科学大学）
　　　 同 　：田畑壮章（富士電機）
　　　 同 　：津田紀生（愛知工業大学）
　　　 同 　：長谷川勝（中部大学）
　　　 同 　：安井晋示（名古屋工業大学）
　　　 同 　：山田隆弘（デンソー）
　　　 同 　：山中三四郎（名城大学）
　　　 同 　：大川恭史（日本ガイシ）
　　　 同 　：五藤和志（愛知電機）
　　　 同 　：駒田　諭（三重大学）
　　　 同 　：関川純哉（静岡大学）
　　　 同 　：冨田睦雄（岐阜工業高等専門学校）
　　　 同 　：森脇英久（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：吉田　隆（名古屋大学）
　　監　　事：岩蕗寛康（三菱電機）
　北陸支部
　　支 部 長：水野弘一（北陸電力送配電）
　　総務企画幹事：伊藤弘昭（富山大学）
　　　 同 　：吉江弘治（北陸電力送配電）
　　会計幹事：川村裕直（北陸電力）
　　　 同 　：直江伸至（国際高等専門学校）
　　協 議 員：清田恭平（富山大学）
　　　 同 　：桒島史欣（福井工業大学）
　　　 同 　：小出　明（富山大学）
　　　 同 　：齊田　茂（関西電力送配電）
　　　 同 　：澤井　圭（富山県立大学）
　　　 同 　：津田敏宏（金沢工業大学）
　　　 同 　：山田俊明（北陸電力送配電）
　　　 同 　：秋山　肇（福井工業高等専門学校）
　　　 同 　：伊藤雅一（福井大学）
　　　 同 　：宇野敦司（北陸電力送配電）
　　　 同 　：岡本征晃（石川工業高等専門学校）
　　　 同 　：多田和広（富山高等専門学校）
　　　 同 　：中野裕介（金沢大学）
　　　 同 　：細川利規（北陸電機製造）
　　監　　事：金邉　忠（福井大学）
　関西支部
　　支 部 長：尾﨑雅則（大阪大学）
　　総務企画幹事：真田雅之（大阪府立大学）
　　　 同 　：杉原英治（大阪大学）
　　会計幹事：佐藤伸吾（関西大学）
　　　 同 　：松久光儀（関西電力）
　　協 議 員：石飛　学（奈良工業高等専門学校）
　　　 同 　：井上　馨（同志社大学）
　　　 同 　：小倉慎太郎（日新電機）
　　　 同 　：小田　昇（関西鉄道協会）
　　　 同 　：久保　理（大阪大学）
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　　　 同 　：谷本　壮（高知工業高等専門学校）
　　　 同 　：平尾正幸（四国計測工業）
　　　 同 　：弓達新治（愛媛大学）
　　監　　事：田中貴之（四国電力）
　九州支部
　　支 部 長：末廣純也（九州大学）
　　総務企画幹事：中野道彦（九州大学）
　　　 同 　：安部征哉（九州工業大学）
　　会計幹事：藤瀬伸浩（九州電力送配電）
　　　 同 　：徳留健一（九州電力）
　　協 議 員：青木振一（崇城大学）
　　　 同 　：井上昌睦（福岡工業大学）
　　　 同 　：川崎敏之（西日本工業大学）
　　　 同 　：後藤雄治（大分大学）
　　　 同 　：小浜輝彦（福岡大学）
　　　 同 　：千住智信（琉球大学）
　　　 同 　：武居　周（宮崎大学）
　　　 同 　：八野知博（鹿児島大学）
　　　 同 　：松平和之（九州工業大学）
　　　 同 　：吉見太佑（安川電機）
　　　 同 　：阿部良樹（日本製鉄）
　　　 同 　：今坂公宣（九州産業大学）
　　　 同 　：△浦崎直光（琉球大学）
　　　 同 　：王　斗艶（熊本大学）
　　　 同 　：木本　晃（佐賀大学）
　　　 同 　：庄山正仁（九州大学）
　　　 同 　：田邉　隆（三菱重工業）
　　　 同 　：筒井宏次（東芝三菱電機産業システム）
　　　 同 　：藤村　茂（早稲田大学）
　　　 同 　：宮﨑浩一（久留米工業高等専門学校）
　　　 同 　：柳井武志（長崎大学）
　　　 同 　：若林大輔（日本文理大学）
　　監　　事：中澤雅明（九州電力送配電）
（4）令和 2年度代議員（90 名）
　�　任期は令和 2年 2 月 29 日〜 2 年後に実施される代議
員選挙終了の時まで

蘆立修一（東京電力ホールディングス）
五十嵐一（北海道大学）
池田善久（愛媛大学）
石亀篤司（大阪府立大学）
石川和明（中部電力）
石川裕記（岐阜大学）
今井伸一（東光高岳）
今坂公宣（九州産業大学）
岩崎　誠（名古屋工業大学）
遠藤　恭（東北大学）
大石　潔（長岡技術科学大学）
大川剛直（神戸大学）
大久保昌利（関西電力）

大熊康浩（富士電機）
大崎博之（東京大学）
大西公平（慶應義塾大学）
小笠原悟司（北海道大学）
岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
尾﨑雅則（大阪大学）
小野　靖（東京大学）
勝野　徹（富士電機）
加藤丈佳（名古屋大学）
加納剛史（東北大学）
川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
河村篤男（横浜国立大学）
北　裕幸（北海道大学）
木本　晃（佐賀大学）
久保川淳司（広島工業大学）
斉藤一成（四国電力）
斉藤史郎（東　芝）
斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
佐藤育子（東京電力ホールディングス）
澤　敏之（日立製作所）
清水敏久（東京都立大学）
白井康之（京都大学）
新藤孝敏（電力中央研究所）
神保泰彦（東京大学）
末廣純也（九州大学）
杉原英治（大阪大学）
清治岳彦（日立製作所）
芹澤善積（電力中央研究所）
曽根光男（東海大学）
曽根原誠（信州大学）
大穀晃裕（三菱電機）
髙尾智明（上智大学）
髙橋　誠（愛知電機）
田所通博（三菱電機）
田中幸二（日立製作所）
田畑　修（京都先端科学大学）
玉井伸三（東芝三菱電機産業システム）
千田卓二（東北電力）
寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
寺園勝志（安川電機）
直江伸至（国際高等専門学校）
長尾伸二（東芝産業機器システム）
中川活二（日本大学）
中川聡子（東京都市大学）
中島慶人（電力中央研究所）
中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）
西川宏之（芝浦工業大学）
野田和俊（産業技術総合研究所）
箱田　清（中部電力パワーグリッド）
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長谷川隆章（住友電気工業）
濱田　浩（東京電力ホールディングス）
林　泰弘（早稲田大学）
日髙邦彦（東京電機大学）
日髙良和（宇部工業高等専門学校）
平木英治（岡山大学）
福井伸太（東洋大学）
福見　稔（徳島大学）
藤岡直人（関西電力送配電）
藤原　昇（電気学会）
二上貴文（東北電力）
北條昌秀（徳島大学）
前中一介（兵庫県立大学）
牧田真治（デンソー）
松本　聡（芝浦工業大学）
水野弘一（北陸電力送配電）
南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
峯田　貴（山形大学）
森　一之（三菱電機）
安田恵一郎（東京都立大学）
山口　博（関東電気保安協会）
山崎秀樹（中部電力）
山本吉朗（鹿児島大学）
山本直幸（日立製作所）
横山明彦（東京大学）
吉江弘治（北陸電力）
吉田　隆（名古屋大学）
餘利野直人（広島大学）

（5）令和 2年度有識者会議委員（70 名）
　　本部代表：生駒昌夫（きんでん）
　　　 同 　：伊藤久徳（中部電力）
　　　 同 　：今井伸一（東光高岳）
　　　 同 　：大久保昌利（関西電力）
　　　 同 　：大熊康浩（富士電機）
　　　 同 　：大西公平（慶應義塾大学）
　　　 同 　：小野　靖（東京大学）
　　　 同 　：小橋秀一（三菱電機）
　　　 同 　：斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：佐藤育子（東京電力ホールディングス）
　　　 同 　：清治岳彦（日立製作所）
　　　 同 　：芹澤善積（電力中央研究所）
　　　 同 　：竹下隆晴（名古屋工業大学）
　　　 同 　：田中幸二（日立製作所）
　　　 同 　：中川聡子（東京都市大学）
　　　 同 　：中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：福井伸太（東洋大学）
　　　 同 　：松本　聡（芝浦工業大学）
　　　 同 　：安田恵一郎（東京都立大学）
　　　 同 　：山口　博（関東電気保安協会）

　　　 同 　：山本直幸（日立製作所）
　　　 同 　：横山明彦（東京大学）
　　部門代表：川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
　　　 同 　：清水敏久（東京都立大学）
　　　 同 　：神保泰彦（東京大学）
　　　 同 　：鈴木博章（筑波大学）
　　　 同 　：〈芹澤善積（電力中央研究所）〉※
　　　 同 　：寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
　　　 同 　：西川宏之（芝浦工業大学）
　　　 同 　：前中一介（兵庫県立大学）
　　　 同 　：吉村健司（電力計算センター）
　　支部代表：五十嵐一（北海道大学）
　　　 同 　：大崎博之（東京大学）
　　　 同 　：岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：下村直行（徳島大学）
　　　 同 　：白井康之（京都大学）
　　　 同 　：田岡久雄（大和大学）
　　　 同 　：田所通博（三菱電機）
　　　 同 　：田苗　博（北日本電線）
　　　 同 　：田中康規（金沢大学）
　　　 同 　：豊田浩孝（名古屋大学）
　　　 同 　：林　則行（宮崎大学）
　　　 同 　：平木英治（岡山大学）
　　　 同 　：福島　透（中国電力）
　　　 同 　：藤井　裕（北海道電力）
　　　 同 　：松浦昌則（電力中央研究所）
　　　 同 　：皆本佳計（新居浜工業高等専門学校）
　　　 同 　：山科秀之（九州電力送配電）
　　　 同 　：吉澤　誠（東北大学）
　　事業維持員代表：阿部公哉（東北電力ネットワーク）
　　　 同 　：市川弥生次（中部電力）
　　　 同 　：伊藤孝充（明電舎）
　　　 同 　：〈岡本　浩（東京電力パワーグリッド）〉※
　　　 同 　：近藤史郎（富士電機）
　　　 同 　：斎藤幸司（東　芝）
　　　 同 　：柴田俊和（住友電気工業）
　　　 同 　：〈清治岳彦（日立製作所）〉※
　　　 同 　：高澤範行（三菱電機）
　　　 同 　：廣渡　健（九州電力送配電）
　　　 同 　：福田　隆（関西電力送配電）
　　　 同 　：向山晋一（古河電気工業）
　　役　　員：大石　潔（長岡技術科学大学）
　　　 同 　：〈大崎博之（東京大学）〉※
　　　 同 　：大森隆宏（日立製作所）
　　　 同 　：小野利喜（九電テクノシステムズ）
　　　 同 　：斉藤史郎（東　芝）
　　　 同 　：瀬戸晴彦（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：大穀晃裕（三菱電機）
　　　 同 　：花﨑　泉（東京電機大学）
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3．会議等に関する事項【定款第 4，6章】
　会議・委員会等を以下のとおり開催する。
（1）通常総会
　�　令和 2年 6月 4日（木）に第 108 回通常総会を電気学
会会議室にて開催予定。

（2）理事会
　　年度内に 6回開催予定。
（3）各種会議・委員会等
　�　各会議体・委員会は各事業体の事業計画に基づいて必
要に応じ開催し，主要会議等は下記の回数を予定する。
　　有識者会議：1回　
　　経営戦略会議：適宜
　　経営企画委員会：10 回（幹事会 5回を含む）
　　　新進会員活動委員会：5回
　○総務企画関連
　　総務会議：5回
　　　技術者教育委員会（部会等含む）：23 回
　　　広報委員会：3回
　　　IEEJ プロフェッショナル運営委員会：2回
　　　社会連携委員会：2回
　　倫理委員会（幹事会，WG含む）：9回
　　表彰委員会：3回
　　顕彰委員会（小委員会含む）：8回
　○財務会計関連
　　会計会議：5回
　○編修出版関連
　　編修会議：4回
　　　編修委員会（部会を含む）：27 回
　　　出版事業委員会（部会を含む）：9回
　○研究調査関連
　　研究調査会議：４回
　　　全国大会委員会（小委員会含む）：4回
　　国際活動委員会：4回
　　電気規格調査会：７．に記載する。
　○部門関連
　　部門役員会
　　　Ａ部門：5回，Ｂ部門：5回，Ｃ部門：5回，
　　　Ｄ部門：5回，Ｅ部門：5回
　○支部関連
　　支部報告会：適宜
　　　支部役員会：適宜

4．�研究発表会・講演会・講習会および見学会の開催に関
する事項【定款第 4条 1号】

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合がある。

（1）全国大会の充実
　�　企画内容の充実とサービス向上をはかり講演者，聴講
者の増加を目指す。
　　令和 3年 3月 9日〜 11 日大阪大学にて開催予定。
（2）総合力を発揮した支部活動
　�　本部・部門と連携しつつ地域に密着した活動を展開
し，技術交流や技術研鑽の場の提供を通じ会員サービス
に努め，あわせて会員増加を図る。また，これらの活動
においては IEEJ プロフェッショナルの協力を得る。支
部における講演会，講習会，見学会などの開催計画は下
表のとおりである。

（3）総合力を発揮した部門活動
　�　本部・支部と連携しつつ各部門の特徴やコア技術を生
かしつつ，新規分野の取り込みや他部門他学協会との連
携などの将来展開を考慮して活力ある活動を展開する。
部門大会等の開催計画は次表のとおりである。

5．会誌および図書の発行に関する事項【定款第 4条 2号】
（1）電気学会誌・論文誌の更なる充実
　�　学会誌は，広範囲な分野から分かりやすく読みやすい
記事の企画・掲載に努める。また，気軽に読める記事
「コーヒーブレイク」を引き続き掲載する。
　�　電子投稿・査読システムの安定的な運用に努め，論文
の査読期間の短縮を図る。投稿論文に対して引き続き剽
窃チェックを実施し，論文誌の質の向上に努める。

（2）国際化活動の更なる推進
　�　共通英文論文誌（TEEE）の毎月発行に伴うページ数
増加により，論文掲載までの期間短縮を図る。また，イ

支部 北海道 東北 東京 東海 北陸 関西 中国 四国 九州 計

支部連合大会等 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

一般
向け

講 演 会 1 0 22 1 5 9 1 0 2 41
講 習 会 2 0 1 0 0 1 3 6 1 14
見 学 会 1 1 14 2 1 2 0 0 1 22

専門家
向け

講 演 会 8 28 4 8 1 1 8 5 10 73
講 習 会 1 0 5 2 1 3 2 2 1 17
見 学 会 1 0 11 2 1 1 4 4 1 25

発 表 会 関 係 1 1 10 2 2 1 1 1 3 22
そ　　の　　他 0 7 17 16 3 9 6 2 5 65

計 16 38 85 34 15 28 26 21 25 288

大会名 開催場所 開催日
A部門大会 朱鷺メッセ（新潟） 2020 .9 . 1 ～   3
B 部門大会 東北大学（仙台） 2020 .9 . 9 ～  11
C 部門大会 富山県立大学（射水） 2020 .9 . 9 ～  12
D 部門大会 長岡技術科学大学（長岡） 2021 年へ延期
E部門大会（「セ
ンサ・マイクロ
マシンと応用シ
ステム」シンポ
ジウム）

熊本城ホール（熊本） 2020 .10 . 26 ～ 28

　　　 同 　：弘津研一（住友電気工業）
　　　 同 　：藤岡直人（関西電力送配電）
　　　 同 　：藤原　昇（電気学会）
　　　 同 　：道下幸志（静岡大学）
　　　 同 　：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
重複者は〈氏名〉※ と表記
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ンパクトファクター（IF）の向上を目指して，著名な
方の執筆による解説論文を掲載するなど，効果が期待さ
れる方策を推進していく。さらに，アジアの取り込み戦
略の具体的方策として，良質な論文を集めるためのキー
パーソンを選定し，論文幹事を務めていただくことを積
極的に進める。
　�　なお，D部門英文論文誌の早期の SCI 登録申請に向
けて，引き続き有効な方策を検討・実施していく。

（3）会誌の発行計画は以下のとおり。
　（a）学会誌
　　　発行回数：12 回
　　　年間発行ページ数：962 ページ（含広告）
　　　発行部数：約 25 .1 万部／年
　　　掲載記事の企画は編修委員会で検討する。
　（b）論文誌（部門誌）
　　　発行回数：12 回／部門
　　　�ページ数は以下のとおり。D部門は英文論文誌 D

（年 6回発行）を含む

　（c）共通英文論文誌
　　　発行回数：12 回（毎月発行）
　　　ページ数：約 1,800 ページ
（4）時代の動向や社会のニーズをとらえた出版推進
　�　教科書の分量・内容・価格など教育現場に即した企
画・出版を行い，採用増加を図る。
　�　教科書・専門書・啓発書で新刊2点の出版を目標とする。
（5）教科書等の発行計画は以下のとおり。
　（a）教科書・専門書・技術啓発書

　（b）技術報告新刊

6．調査・研究の実施に関する事項【定款第 4条 3号】
（1）活動範囲の拡大
　�　「電気システムセキュリティ特別技術委員会」の下部
に設置した特別調査専門委員会を積極的に推進し，その
成果は各種大会のシンポジウム等で効果的に発信してい
く。特に，「防災・減災のための電気エネルギーセキュ
リティ特別調査委員会」については，昨今の自然災害激
甚化を考慮して，活動範囲を拡大していく。

（2）一般社会向け公開シンポジウムの実施
　�　「防災・減災のための電気エネルギーセキュリティ特
別調査委員会」の活動を踏まえ，開催の必要性等を適宜

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
ペ ー ジ 数 740 980 2 ,200 1 ,660 550 6 ,130

種別
教科書・専門書 技術啓発書 合計
新刊 重版 計 新刊 重版 計 新刊 重版 計

発行点数 2 22 24 0 1 1 2 23 25
発行部数 3,200 17 ,400 20 ,600 0 500 500 3 ,200 17 ,900 21 ,100

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
発 行 点 数 7 9 3 10 0 29
発 行 部 数 750 1 ,430 300 1 ,572 0 4 ,052

判断し，タイムリーに実施していく。
（3）学術情報システムの円滑な運営と拡大
　�　研究会資料の電子化を年間予約者対応も含めて適切に
推進していく。

（4）研究調査活動のための委員会活動は以下のとおり。
　（a）各種委員会の開催回数

　（b）新設委員会数

　（c）解散委員会数

　（d）研究会発表論文件数

7．標準の制定に関する事項【定款第 4条 3号】
　�　電気機械器具及び材料などの標準化に関する事項を調
査審議し，電気分野における標準化を通して，広く社会
に貢献することを目的として，下記に重点を置き活動を
推進する。
　　1．電気規格調査会（JEC）規格の制定・改正及び普及
　　2．国際電気標準会議（IEC）規格に係わる審議
　　3．日本産業規格（JIS）原案の作成
　　4．国内外の標準化機関との協力及び連携
　　5．電気規格調査会功績賞及び功労賞の顕彰
　　6．�IEC関連の国際会議日本開催及び国際会議旅費支援
　　7．IEC規格に係る委託事業の推進
　具体的な計画に関しては下記を予定する。
（1）標準規格の普及推進
　�　JEC 規格の制定・改正に合わせた JEC 規格の講習会
開催，情報公開等による JEC 規格販売促進を継続実施
していく。

（2）国際標準規格の開発推進
　�　国内外標準化機関との協力及び連携をはかり，スマー
トグリッド・UHV関連技術をはじめとし，日本発の規
格の国際標準化提案活動を引き続き推進する。また，
IEC規格に係る委託事業を積極的に推進する。

（3）事業維持員ほかへの広報の推進
　�　標準規格の制定・改正に参画された委員への感謝状の

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
運営委員会 5 4 5 4 5 23
技術委員会 40 40 46 58 10 194
専門委員会 90 103 180 150 22 545
研 究 会 58 28 60 60 13 219
合計 193 175 291 272 50 981

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
技術委員会 0 0 0 0 0 0
専門委員会 8 8 19 14 2 51
合計 8 8 19 14 2 51

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
技術委員会 0 0 0 0 0 0
専門委員会 8 5 13 10 1 37
合計 8 5 13 10 1 37

部　　門 A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
件 数 950 720 600 900 150 3 ,320
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贈呈や事業維持員へのお礼状の発行などを実施する。さ
らに，JEC 功績賞・功労賞表彰式等の学会誌以外のマ
スメディアでの掲載を働きかける。

（4）委員会の開催数

8．功績の表彰に関する事項【定款第 4条 4号】
（1）電気技術顕彰制度「でんきの礎」の発展
　�　「でんきの礎」の第 14 回顕彰を実施する。全国大会で
授与式を開催し更なる周知拡大を図る。

（2）名誉員の推薦・フェローの充実
　�　名誉員資格条件を満たす者を，名誉員として推薦する。
　　また，フェローの認定を継続し拡大を図る。
（3）表彰
　�　功績賞 1件，業績賞 6件および電気学術振興賞（進歩
賞：9件，論文賞：9件，著作賞：1件），優秀技術活動
賞（技術報告賞：9件，グループ著作賞：1件以内），特
別活動賞：2件以内の表彰を行う。

（4）上級会員・IEEJ プロフェッショナルの認定
　�　電気技術の専門家で電気学会の諸活動への貢献があ
り，申請基準を満たす会員を，上級会員に認定する。
　�　IEEJ プロフェッショナルの活動範囲の拡大に対応す
べく認定者の増大を図る。

（5）電気規格調査会表彰
　　標準化活動への貢献者の表彰を行う。
（6）学術振興助成
　　大会ならびに研究会における優秀論文の表彰
　賞Ａ　部門大会・研究会の論文：80 件
　賞Ｂ　全国大会・支部大会の論文：120 件
（7）電気技術学習奨励賞
　�　高校生・高専生の電気主任技術者試験合格者表彰制度
の周知拡大を図り，第 2回表彰を実施する。

9．教育に関する事項【定款第 4条 5号】
（1）技術者教育の着実な推進と体制の整備
　�　他団体（日本工学会 CPD協議会，電気電子・情報系
CPD協議会，日本技術士会等）と連携してCPDに関す
る情報収集・意見交換を行い，会員に供する CPD対象
プログラムの拡大を図る。

（2）JABEE認定審査事業の着実な取り組み
　�　3 分野において着実に認定審査を実施する。また，
JABEE審査員講習会の開催を実施する。

会　　議　　名 開催数
規格委員会総会 1
規格役員会 6
標準化戦略委員会 6
表彰委員会 1
IEC 国際活動支援審査委員会 4
部会 25
標準化委員会・IEC国内委員会 174
JIS 原案作成委員会 12

合　　　　計 229

（3）IEEJ プロフェッショナル活動の拡大
　�　シニアパワーの活躍による学会活動の活性化に向け
て，IEEJ プロフェッショナルの活動範囲の拡大，それ
ら活動に対する支援の強化を検討する。

（4）技術者倫理教育に関する恒常的活動の推進
　�　技術者倫理研修会やフォーラムの開催，技術者倫理事例
集の販売促進など，技術者倫理教育に対する支援を行う。

（5）電気系の高等教育支援の推進
　　電気学会寄付講義を 23 校で開講する。
（6）若年層の理科・科学・技術離れへの対応
　�　初等中等教育を主な対象とする教育支援資金の活用推
進を図る。
　�　日本工学会の「科学技術人材育成コンソーシアム」に積
極的に参画し，初等中等教育支援などの活動推進を図る。

（7）一般の方々の電気技術に対する関心と理解を高める
　�　次代を担う若者を含む一般の方々を読者想定して発行
された小冊子，「電気の知識を深めようシリーズ」を教
育に活用するための関連教材の整備，機会の開拓と体制
の整備を図る。

10．�国内外の関係学術団体との協力および連携に関する事
項【定款第 4条 6号】

（1）国際活動の積極的推進と国際活動が容易にできる仕組
みの構築
　�　ICEE（電気技術国際会議）2020 高松大会の準備，開
催支援と，ISPSD2020（オーストリア）の準備，開催支
援および，ISPSD2021（名古屋）開催準備等の協力・支
援を行う。
　�　ICEE 国際ジャーナルの的確な発行を行うとともに，
広報委員会と連携をとり，英文HPの内容充実を図り，
海外や外国人留学生に向けての広報活動を推進する。
　�　国際的なステータス向上策の検討と海外学会等との連
携方策の検討を行う。

（2）広範な学会活動の推進
　�　電気・情報関連学会連絡協議会（電子情報通信学会，
情報処理学会，照明学会，映像情報メディア学会）の電
気情報関連学会や，日本学術会議，日本工学会，日本機
械学会，日本技術士会等，関係学会・団体との協議の場
を継続し，意見交換や諸活動の協調・連携を図る。

（3）国際交流助成
　�　対象　�海外で開催される国際会議出席者に対する補助

（最大 20 件）
　　　　　�海外で開催される電力技術に関する国際的会合

の出席者への補助（最大 4件）
　　　　　�外国学会との交流で海外の研究者・技術者を招

聘するための助成（最大 10 件）
　　助成総額　170 .2 万円
（4）学術団体の講演会等の共催・協賛・後援
（5）各種団体の研究助成候補者の推薦
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11．その他法人運営等に関する事項
（1）社会連携委員会
　�　技術者教員委員会傘下にあった「でんきの知識WG」
のこれまでの活動をさらに高め，令和元年度に総務会議

直下に「社会連携委員会」として発足した。電気技術に
関する社会との連携を強化するため，本委員会の活動を
推進する。
� 以上
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令和 2年度収支予算
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一般社団法人　電　気　学　会
〒 102─0076　東京都千代田区五番町 6─2　Homat Horizon ビル 8 階

　　　　　　電　話　03─3221─7312（代表）
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